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はじめに

　地球上で人が容易に利用することが可能な淡水の９０％が湖沼や貯水池等のいわゆる「静水」として

存在しているが、それは生活用水をはじめ、農業や工業、発電の水源、また、漁業、舟運、観光の場

として、さらには歴史的景観や宗教・文化の象徴などの多様な価値を持つだけでなく、洪水の緩衝や

気候の緩和機能も備えている。しかし、一旦その自然の仕組が壊れると容易に回復しない静水の生態

系は非常に脆弱であり、農耕地や荒廃した森林域からの肥料や土壌の流出、産業立地が引き起こす沿

岸域の汚染、漁業資源の乱獲など、さまざまな人為的影響によって地球規模でその水環境は劣化して

いる。長期にわたるさまざまな物理的、化学的、生物学的なストレスは、湖沼が本来備えている自律

的な回復能力を奪ってしまい、これを復元させるには、多大な労力と時間、費用を必要とする。

　このような状況は、発展途上国、とりわけ気候条件が厳しく社会・経済の発展が遅々として進まな

いアフリカ諸国において顕著で、持続可能な湖沼流域管理への展望は開けていない。例えば、世界で

３番目の面積をもつアフリカ最大のビクトリア湖では、用水の取水や水力発電を主とする水資源開発、

ナイルパーチなどの漁業資源開発によって沿岸国の経済開発は著しく進展した一方で、気象条件の変

化やナイル川沿岸国の取水量の変化によって引き起こされる水位変動、河川経由あるいは大気経由で

流入する栄養塩によって進行する富栄養化、沿岸都市域から流入する未処理廃水による水質汚濁、富

栄養化がもたらすホテイアオイの大量繁茂、さらにはナイルパーチなどの外来種移入による生態系撹

乱などの問題が深刻である。

　２０００年に国連で採択された「ミレニアム開発目標」では、世界的な目標として「２０１５年までに、安

全な飲料水及び衛生施設を継続的に利用できない人々の割合を半減する」としているが、サブサハラ・

アフリカ地域における「水を持続的に利用できる人々の割合」、「衛生施設を持続的に利用できる人々

の割合」は世界で最も低い。その状況は、今後、人口増や気候変動によりさらに厳しくなるものと考

えられ、輸入食料を通じて世界の水を多量に使用している我が国が、国際社会の一員として、これら

の国々への支援、貢献を進めていくことが必要とされている。

　このような中で、湖沼環境の悪化に対応し、湖沼およびその流域の資源の持続可能な利用と保全を

実現するための有効なシステムとして「ＩＬＢＭ（統合的湖沼流域管理）」が世界的に注目されつつある。

環境省では、平成２１年度から２３年度に「アフリカにおける水環境改善事業」を実施し、アフリカのケ

ニア共和国（ビクトリア湖、ナクル湖）とジンバブエ共和国（チベロ湖）をケーススタディとして、

ＩＬＢＭの実践に取り組んだ。

　本冊子は、この取組をベースに、ＩＬＢＭの基本的な考え方や実施するための手順、効果的な手法、

課題、留意事項等をとりまとめ、今後、国際環境問題に取り組む研究者やＮＰＯ、あるいは関心をもつ

行政機関や民間企業にいろいろな機会をとらえて活用していただくことで、ＩＬＢＭの普及促進を図っ

ていくことをねらいとして作成したものである。
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Ｂｏｘ１．湖沼流域資源と「生態系サービス」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ê湖沼とその流域が我々に提供するさまざまな資源価値（財・サービス）を、２０００年に国連ミレニアム・サミッ

トで提唱されたミレニアム生態系評価（Ｍｉｌｌｅｎｎｉｕｍ　Ｅｃｏｓｙｓｔｅｍ　Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ）の枠組みを使って解釈

すれば、下図のように、用水、漁獲、水力エネルギー、さらには流域沿岸域の肥沃な土地などの人々の欲求

を満たす「資源供給サービス」、生物の生育を支える生態系機能、洪水・渇水調整機能、気象緩和機能など自

然が本来的機能として発揮する「調整的サービス」、美しい景観や宗教の対象としての神秘性、教育・学術研

究の対象など人々が長い間に形成してきた価値観ともいうべき「文化的サービス」、およびこの三つを支える

地質、地形、水文現象、食物連鎖などの「基盤的サービス」によって示され、これらは総じて「生態系サー

ビス」と呼ばれている。

ê一般的に、湖沼のような閉鎖性水域において「資源供給サービス」を過度に追及すれば、「調整的サービス」

の低下によって水質の悪化や生態系機能の低下を招き、その結果「文化的サービス」はもとより、「生態系

サービス」全体が崩壊しかねない。一旦そうしたことが起こってしまうと、多大な労力と費用をかけても必

ずしも元の状態には戻らないことが多い。いまだそういった状態に至っていない湖沼の場合には、「資源供給

サービス」の追求と「調整的サービス」のバランスを保つように心掛けることが重要である。しかし、すで

に湖沼が大きなストレスを受けて環境が悪化している場合には、対症的に技術を導入することで解決するこ

とは難しく、流域社会全体が長期にわたって幅広い取組を継続していく必要がある。また、湖沼環境の悪化

は目に見えないところで徐々に進行するため、科学的な調査や研究が不可欠である。その情報を政策に反映

し、必要な組織の体制づくり、適切な技術対策の導入、継続的に必要とされる資金調達の方法を確立するこ

とも重要である。

ê湖沼と流域が提供する資源の持続可能な利用と保全を実現するには、「資源供給サービス」の追求に過度に偏

りすぎ、「調整的サービス」の維持・回復がままならない状況を変えていかなければならないが、それには湖

沼のような静水域が持つ三つの特徴（①『長い滞留時間：入ってきた物質を長時間ため込む』、②『複雑にか

らみ合う現象：湖内に流入する物質は生物的、物理的、化学的な相互作用を経て、複雑な変化をみせる』、③

『さまざまな事象と現象を統合する性質：人為活動と自然が一体となって一つのシステムを形成している』）

に注目し、それらに対応する流域管理の仕組みを作り上げていく必要がある。

湖沼の生態系サービスとその価値の評価
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第１章　ＩＬＢＭ（統合的湖沼流域管理）への取組

１．世界の湖沼流域管理にどう取り組むか

１－１　湖沼の水環境保全における湖沼流域管理の重要性

　一般に湖沼は豊かな生態系を育み、水産業を支え、洪水調整や気温緩和、美しい景観など、さまざ

まな多面的価値・機能を発揮しており、また、我々の生活や農業、工業といった産業にとって不可欠

な用水源となっている場合も少なくない。とくに発展途上国の多くの湖沼では、流出入河川流域や湖

辺域に居住する住民が、水資源や水産資源の利用を通して直接的に影響を受けたり与えたりする強い

相互関係の下で生活・生存しているケースが多い。そういった湖沼では、水域と流域のさまざまな価

値や機能、いわゆる生態系サービス（Ｂｏｘ１）を、当該地域にとって最も望ましい形で持続可能な利

用と保全ができるようにしていく「湖沼流域管理」の仕組みを構築していくことが重大な課題となっ

ている。しかし、図１に示すように、湖沼流域資源の持続可能な利用と保全は、個別湖沼の問題であ

ると同時に、地球規模で進行する問題で、国際的な連携の下で取り組まなければ解決できない課題で

あるにも関わらず、それを可能とするために不可欠な世界共通の基本概念が存在していないこともあ

り、国際社会の中心的なテーマとなり得ていない。

１－２　世界の湖沼流域環境の現状と課題

＜湖沼の特質からみた現状と課題＞

　湖沼は、空間的課題（流入河川の最上流から流出河川の最下流までをつなぐ）と時間的課題（歴史・

文化などを過去から現在・将来にわたって伝承していく）に対して社会的取組（流域構成員相互の利

害関係の調整に基づく）が強く求められる存在で、その資源価値を持続可能な形で利用し、保全して

いくことは容易でない。その背景には湖沼などの静水（ｌｅｎｔｉｃ　ｗａｔｅｒ）が有する、

①長い滞留時間：入ってきた物質を長時間ため込む

②複雑にからみ合う現象：湖内に流入する物質は生物的、物理的、化学的な相互作用を経て、複雑

な変化をみせる

③さまざまな事象と現象を統合する性質：人為活動と自然が一体となって一つのシステムを形成し

ている

など、河川のような流水（ｌｏｔｉｃ　ｗａｔｅｒ）とは異なった自然科学的特質がある。

＜行政上の現状と課題＞

　先進国では過度の資源開発を規制し、人材を育成し、また財政的措置を行いつつ水質改善や水位低

下を抑制する施策を講ずるなどの取組が一般的であるが、発展途上国の場合、農業、漁業、工業、発

電などの資源開発セクターがその管理の主導的な立場を担っている場合が多く、人的、財政的な制約

が大きい環境分野の行政機関が果たす役割が限定的で、資源の持続可能な利用と保全を長期にわたっ

て継続的に実現することは容易でないのが一般的である。

＜国際協力面での現状と課題＞

　資源開発に偏重しがちな途上国の場合、国や地方政府が環境や生態系保全の施策を講じ得る湖沼の
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数は非常に限られている。中には社会・経済的に重要とされる湖沼に対し、二国間協力を通して、あ

るいは国際金融機関からの融資を受けて下水道整備を進めるなど、施設建設型のプロジェクトが実施

される例も増加しつつあるが、重い財政負担はもとより、技術力の不足により自身で解決することが

できない場合にはそれらが必ずしも求められるレベルの成果を生み出すわけではない。さらに、そう

いった事業の対象にすらならない中小湖沼や湿地・溜池などにおいては、環境の悪化を食い止める施

策はほとんど実施されておらず、中には水系伝染病や乳幼児の慢性的栄養失調症などの深刻な問題を

抱えているケースもある。

出典：ＩＬＥＣ（2007）「統合的湖沼流域管理：手引書」財団法人国際湖沼環境委員会、滋賀県草津市

図１　主要２８湖沼における水域・流域環境の状況
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１－３　アフリカの湖沼流域管理に不可欠な視点

　発展途上国、とくにアフリカのように住民の湖沼流域資源への依存度が高い国々においてその持続

可能な利用と保全を追及するには、以下の三つの視点が重要である。

　（１）各湖沼流域の状況に応じた柔軟な対応

　（２）ステークホルダーの主体性

　（３）湖沼流域ガバナンスの継続的な向上

視点１：各湖沼流域の状況に応じた柔軟な対応

　湖沼流域資源の持続可能な利用と保全に関わる主体と目的は、湖沼ごとに多様な形で存在

するため、湖沼流域管理においては、それぞれの流域の自然的・社会的状況に応じた柔軟な

対応が重要である。

●湖沼流域資源の利用と保全に関わる主体と目的は、多様な形で存在する（Ｂｏｘ２）。また湖沼流域

資源の価値は水量、水質、生態系の相互関係に左右され、かつその関係の規定要因も多様かつ複合

的である。とくに、さまざまなストレスがあらゆる方向から集中する多くの途上国の湖沼の場合、

モニタリングや調査研究を通して効率的な対策を講じる必要があるものの、まずはすべての主体が

総じてストレスの削減に取り組む意識改革と、それを支える息の長い柔軟な取組が求められる。

●一般に、湖沼とその流域は上流と下流、資源開発セクターと環境セクター、複数の資源開発セクター

同士など、さまざまな主体間の動的な利害対立関係の上に存在する。湖沼流域管理は、こういった

利害対立の緩和に向けた試行錯誤を長期的に繰り返す取組と言うこともできる。
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Ｂｏｘ２．湖沼流域資源の開発と保全をめぐるさまざまな取組　　　　　　　　　　　　　　　

ê資源開発（例えば水資源開発、漁業資源開発など）

ê資源価値の向上（例えば魚の冷凍・加工技術の導入など）

ê資源の過剰利用の軽減（無秩序な取水や魚の乱獲に一定の歯止めをかけるルールの設定など）

ê資源利用の競合の緩和（水量をめぐる利用者間の競合、水位をめぐる農業、漁業、用水取水、発電事業各セ

クター間の競合など）

ê湖沼環境へのストレスの軽減（点源汚染の排水や技術的対策導入、面源汚染の流出抑制など）

ê湖沼環境・生態系機能の修復、回復（外来魚駆除、生態工学事業など）

ê予防原則に則った対応の実施（未規制化学物質の使用抑制政策など）

ê生態系の総合的な保全（生物多様性戦略など）
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Ｂｏｘ３．アフリカの湖沼とその課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ê熱帯湿潤帯から乾燥帯までの多様な気候、アフリカ大地溝帯のような高地が広がっている一方で大陸の半分

以上は５００ｍ以下の低地であるような自然的状況、多様な民族・言語・宗教や慣習、天然資源の豊富な国と無

い国、激しい経済格差などの社会経済的状況により、アフリカの湖沼を取り巻く環境は多様である。

êアフリカ諸国は、政治的、社会的、経済的に多くの課題を抱えており、湖沼流域管理はそういった背景の下

で大変厳しい対応を迫られている。

êアフリカ湖沼の流域環境の改善は、富栄養化防止を含め、欧米や我が国がたどってきたシビル・ミニマムと

しての生活環境の改善と関連する部分もあるが、貧困問題を含む生存環境の確保という意味も非常に大きい。

êアフリカの湖沼の流域管理では、水質保全に代表される環境・生態系の保全という課題のみに焦点を合わせ

るのではなく、生計の維持、貧困削減、衛生環境の確保などといった生存・生計の課題に焦点を合わせる必

要がある。

êアフリカの湖沼は、同時に、持続可能な流域管理のあり方を模索するグローバルな取組に対して本質的な問

題提起をする存在であるとも考えられる。とくに我が国や欧米の湖沼流域管理政策の長所や弱点を照らし合

わせ、そこから得られる示唆を十分考察することが重要である。

êさまざまな課題を抱える湖沼流域管理のあり方を模索する上で、ミレニアム生態系評価で提唱された生態系

サービスの枠組みと、それを構成する資源供給サービス、調整的サービス、文化的サービスの相互関係を重

視する視点が重要である。

ê資源供給サービスの拡大には資源開発計画の存在が不可欠であるが、持続可能な流域資源の保全と利用には

調整的サービスを自律的に維持回復する仕組み、すなわち湖沼流域ガバナンスの継続的な強化を支援する、

細く長く、広く薄い国際協力の枠組みが不可欠であり、我が国の国際的なイニシアティブが期待されている。

ナイルパーチを手にする地元漁師
（ビクトリア湖ニャンザ湾・ケニア）
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●湖沼の水資源、漁業資源、沿岸生態系資源などは、沿岸地域社会によって歴史的に形づくられてき

た社会的ルールに基づいて管理される場合が多い。このように社会的ルールに基づいて地域全体が

関わって利用・保全する資源は、「共有資源（コモンズ）」と呼ばれている。途上国の重要な課題は、

コモンズの持続可能な利用と保全ができる構図をつくりあげることにあり、そのために流域社会が

主体性（オーナーシップ）を発揮させていくことが最も必要とされている。

●湖沼流域は空間的存在であるが、同時に長期にわたる環境の変化や社会の変遷を反映する時間的存

在、さらには歴史的に醸成され共有されてきた地域の伝統や慣習などの価値観を反映する存在でも

ある。この三つの存在態様を考慮することが、「湖沼流域」という概念を理解して統合的に管理する

上で重要な点であり、視点１で述べた、一律的な湖沼流域管理の限界を克服し、共有資源（コモン

ズ）としての湖沼流域資源の自律的管理を実現する上で欠かせない「湖沼流域ガバナンス」という

仕組みあるいはシステムの概念を生み出すことにつながる。

視点２：ステークホルダーの主体性

　途上国における湖沼流域管理は、その資源価値の恩恵を直接的に享受し、その劣化にも直

接的な影響を与えるステークホルダーが、その取組を自律的に推進し、政策の形成や決定に

主体的に関わり得るものでなければ十分な効果を発揮しない。
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Ｂｏｘ４．「計画」のさまざまな形態　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　湖沼流域をめぐるさまざまな計画を「資源価値の利用と保全」という切り口で整理すれば、いわゆる開発一

辺倒の計画から、資源開発とともに長期的な資源保全を意識した計画まで幅広く存在する。また、計画の目的、主

体、対象とする空間的・時間的スケールでみると、資金的・体制的な裏づけに基づく実効性の担保にあまりこ

だわらないビジョン的計画、一過性・単発的となりがちなアクション計画、組織間の連携に十分な配慮をしな

いまま策定・実施されがちな個別セクターごとの資源開発・利用プロジェクトの実施計画、複数セクター・複

数期にわたる資源開発・利用計画、さらには資源の持続可能な利用と保全を重視せざるを得ない複数セクター・

複数期にわたる総合的な流域管理計画など、さまざまな計画形態に分類することができる。これらの計画形態

は、後者になるほど、事業主体が投入する人的・財政的資源コミットメントも大きく、また計画の策定や実施

の段階で相互に影響を与えたり受けたりするステークホルダーのグループ数も多くなる。計画の形態がこのよ

うに複雑かつ長期にわたると、計画の策定の段階からさまざまなステークホルダーが一定の関与を前提とする

統合的なアプローチを位置づけておかなければ、実施される計画の実効性を担保することは難しい。一方で、

個別セクター計画がバラバラに複数存在する場合で、調整的な役割を担う組織が存在しない、あるいは存在し

ても実質的な機能を発揮できていない場合は、それらの機関の横断的な連携に基づく統合的アプローチを推進

する国際機関や国際ＮＧＯの役割が大きくなる。湖沼流域ガバナンスは上記のいずれの場合にもふさわしい概念

的枠組みと考えられる。
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視点３：湖沼流域ガバナンスの継続的な向上

　湖沼流域管理は、湖沼流域資源の持続可能な利用と保全を追及するものでなければならな

い。これには、視点１で述べた目的の多様性に十分配慮した「計画」の策定が不可欠であり、

視点２で述べた自律的な取組や主体的な参画を重視する「湖沼流域ガバナンス」の継続的な

向上がなければ、立案された計画を効果的に実施することが難しい。

●湖沼流域資源の持続可能な利用と保全を可能とするシステムを構築するための基本は、コモンズの

恩恵や影響を受けるステークホルダーが主体的に参加し、政策の形成や実施、多様な技術的取組、

情報の集約や共有、財政調達や予算の効率的執行、組織体制の在り方等について、流域社会が一体

に取り組む仕組みづくりである。その仕組みは、湖沼流域のステークホルダーが、パートナーシッ

プやネットワーク等の社会的連携の下、緩やかで幅広い取組により各々が主体性を発揮していこう

とするもので、これが「湖沼流域ガバナンス」である。

●湖沼流域管理には、視点１で述べた多様な主体と目的に配慮した計画づくりが不可欠であり、立案

された計画を効果的に実施するには、長期にわたって徐々に湖沼流域ガバナンスを向上させていく

ことが重要である。これにより、効果的な計画の実施と成果の継続的かつ広範な共有を繰り返し達

成していくことで、湖沼流域資源の持続可能な利用と保全が実現する。

●発展途上国、とくにアフリカ諸国の湖沼流域には、さまざまな目的をもって資源の開発や利用を追

及する事業が多数存在する。そこには国や自治体の関わりがあり、資源開発計画を支える法制度や

組織・体制が事業セクター別に存在していることが多い。また、その多くは資源の持続可能性の重

要性をうたっているが、一般的な環境行政の規制や水質目標達成をめぐる計画はあっても、湖沼に

特化した計画の枠組みは存在しないため、実効性が伴っていないのが現状である。

●個別の資源開発・利用計画を総合化し、それらと関連する環境保全の目標を明らかにした上で、そ

の目標の達成に向けて一体的に取り組むマスタープラン（総合計画）の策定を、国際資金協力や技

術協力機関が支援する場合もある。しかし、先進国でも途上国でも同様であるが、このようなマス

タープランの立案に、計画の恩恵や影響を受けるステークホルダーが主体的に関わっていなければ、

計画の着実な実施と効果の発現を期待することは難しい。とくにアフリカ諸国においては、依然と

して個別の資源開発・利用・保全を主眼としており、実質的な意味を持つマスタープランの策定と

その実効性を持った実施の展望はなかなか開けていない。いずれにしても、「計画」と「湖沼流域ガ

バナンス」が十分噛み合って初めて、計画を効果的に実施することが可能となり、実施された計画

の実効性を担保することが可能になる。
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１－４　計画の実効性に不可欠な湖沼流域ガバナンス

　流域をめぐる個別計画のみが存在する場合でも、マスタープランが存在する場合でも、流域を一体

とする幅広い取組を実現するためには　①「組織や体制」、②「制度や政策」、③「ステークホルダー

の参加」、④「技術的対応」、⑤「調査研究などによる知見・情報の集約や知識の形成」、⑥「財源の確

保や調達」を強化する取組を推進していかなければならない。これらを湖沼流域ガバナンスの６本柱

と呼んでいる。とくに、取組を進めていく上で、⑤における生態系サービスとその価値の把握と認識

は不可欠である。多様な利害関係者や主体は、往々にしてそれぞれが己にとって益や意味があるもの

だけに焦点を当ててしまう結果、生態系サービスが潜在的に持つであろう社会への益の最大発現が阻

害されるということになるからである。（Ｂｏｘ５）。

Ｂｏｘ５．湖沼流域ガバナンスの６本柱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

湖沼流域ガバナンス
湖沼流域に関わるステークホルダーが、パートナーシップやネットワーク等を含めた社会的連携と参加に

より、意思決定や合意形式から実施までも行っていくシステム

＜湖沼流域ガバナンス＞の要素

地域から国家間までの様々なレベルで運営され、資源の利用者すべての利益のために湖沼
と流域を運営する組織・体制

組織・体制

法律・条例から、非公式な取り決め（伝統・風習・慣習・しきたり等）まで、湖沼資源の
利用とそれによる影響を統制する規範

政 策

行政、研究機関、住民、利害関係者等、湖沼に関わりを持つすべての関係機関、組織、団
体、関係者の参加

参 加

河川の流量制御・流路変更、排水処理、湿地の復元と造成、森林の再生と植林、湖の水位
調節、堆積土砂の浚渫等の保全技術や環境改善技術

技 術

伝統的な知恵から科学的な知恵まで、湖沼流域管理を効率的に進めるための情報情 報

湖沼流域管理を長期間にわたって継続するために必要な資金財 政
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Ｂｏｘ６．さまざまなガバナンス論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ガバナンスという言葉が広く使われだしたのでは１９９０年代になってからだが、その潮流の背景として特筆す

べきは、国際政治、経済、環境それぞれの分野のグローバルな課題への対応という趣旨で使われだしたことで

あろう。国際政治の世界ではこの頃、世界銀行などの国際機関が発展途上国を支援する際の優先度を、政治的

プロセスの透明性の確保、幅広い参加の下での民主的な意思決定、汚職防止などの規律の徹底など

「グッド・ガバナンス」指標なるものをベースに判断することが定着した。経済分野では企業の社会的

責任（ＣＳＲ：Ｃｏｒｐｏｒａｔｅ　Ｓｏｃｉａｌ　Ｒｅｓｐｏｎｓｉｂｉｌｉｔｙ）や企業体質としての内部規律の徹底という趣旨で企業

体ガバナンス（ＣＧ：Ｃｏｒｐｏｒａｔｅ　Ｇｏｖｅｒｎａｎｃｅ）を強化する動きが活発化した。このＣＳＲやＣＧを強化する

動きがとくに多国籍企業によって重視されてきたのは、ＣＳＲを重視し、ＣＧがしっかりしているというイメー

ジなくして企業がグローバルな市場で競争に打ち勝つことが困難になったからに他ならない。

　一方、環境分野におけるガバナンス論を端的に表現すれば、環境をめぐる価値観が多様化し問題の因果関係

も複雑化する中で、規制行政や大規模技術など「ガバメント」が得意とする取組がもたらす成果が徐々に限ら

れてくるようになり、環境の保全や改善に社会全体が幅広く役割を分担する必要がでてきたことである。市民

やＮＧＯが直接的に役割を果たす比重が高まってきたことに加え、経済のグローバル化に伴い環境問題もグロー

バル化し、一国の環境改善が他国の環境破壊の犠牲の上に成り立つケースなどが幅広く認識されるようになっ

て、国や企業を越えた環境意識の高い市民（消費者）同士のネットワークや、市民・ＮＧＯと国や企業とのパー

トナーシップなくして環境問題への取組を語れなくなってきたことが背景にある。こういったいわゆるボトム

アップ型の取組を必要とする典型的な環境問題の一つが湖沼流域資源の持続可能な利用と保全である。

アオコの発生
（ビクトリア湖ニャンザ湾・ケニア）

ホテイアオイの繁茂
（チベロ湖・ジンバブエ）
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２．ＩＬＢＭ（統合的湖沼流域管理）とＩＬＢＭプラットフォームプロセス

２－１　ＩＬＢＭ（統合的湖沼流域管理）とは何か

　湖沼環境は、１－２で述べた「長い滞留時間、複雑にからみ合う現象、さまざまな事象と現象を統

合する性質」といった本来の自然科学的特質、また、多くの資源開発・利用セクターによる取組に比

して資源保全セクターの取組が脆弱で、その持続可能な利用と保全を実現する仕組みができにくいと

いう社会科学的特性を有する故に、先進国や途上国を問わずに、きわめて困難な環境資源問題として

存在している。その上、アフリカ諸国を含む発展途上国では、湖沼環境問題に取り組むための人的・

財政的資源が乏しく、たとえ二国間協力や多国間協力によって一定の成果をあげることができても、

その取組をプロジェクト終了後も継続させることは困難で、結果的に元の状態に戻ってしまうケース

が数多くみられる。この状況を短期間で劇的に改善するような取組は不可能であるが、限られた人的・

財的資源を最大限に生かし、できる限りの取組を湖沼流域に幅広く展開し、時間をかけながら徐々に

状況を改善していくことは不可能ではない。自治体、企業、市民、研究者などが一定の政治的コミッ

トメントの下で連携し、湖沼流域ガバナンスの強化に取り組むことで漸進的に成果をあげていくこと

が可能となる。

　このように、多様なステークホルダーが、湖沼の自然科学的特徴を踏まえつつ、湖沼流域ガバナン

スを統合的に強化・向上させていくことで、生態系サービスの持続可能な利用と保全の実効性を当該

国の実態に合った形で実現していこうとする湖沼流域管理全体の仕組みあるいはシステムが「ＩＬＢＭ：

Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｌａｋｅ　Ｂａｓｉｎ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ（統合的湖沼流域管理）」である。多くの発展途上国を中

心に地球規模で悪化している湖沼環境問題は、流域住民の生活・生存問題と直結しており、国際的な

連携の下で取り組まなければ解決につながらない。ＩＬＢＭの推進は、当該国の国内的な取組であると

同時に、国際的な枠組みの下に位置づけられるべきグローバル課題でもある。

２－２　ＩＬＢＭプラットフォームとＩＬＢＭプラットフォームプロセス

　ＩＬＢＭを実効性のあるものにするには、取組を進める具体的な手順やプロセスが必要である。すな

わちＩＬＢＭを支える湖沼流域ガバナンスの６本柱について、流域のステークホルダーが、その現状と

望ましい強化の方向性を明らかにし、連携して課題を克服する取組の場、あるいは仕組みが必要であ

り、これを「ＩＬＢＭプラットフォーム」（図２）と呼んでいる。

　また、ＩＬＢＭプラットフォームのメンバーが一定の手順に沿って、徐々に湖沼流域ガバナンスを向

上させていくプロセスを「ＩＬＢＭプラットフォームプロセス」と呼んでいる。ＩＬＢＭプラットフォーム

は、多くのステークホルダーの合意ができれば比較的容易に強化に取り組むことができるような比較

的単純なものから、さまざまな要因で当面の合意は困難であるが、できるところから徐々に課題の解

決に取り組み、ガバナンス強化の実効性を高めていかなければ展望が開けないものまで多様な形態が

存在する。したがって、ＩＬＢＭプラットフォームプロセスとはさまざまな事例を通して多様に進化し

ていくプロセスでもある。
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図２　ＩＬＢＭのイメージ

ILBM（総合的湖沼流域管理）�

湖沼流域資源の持続可能な利用と保全を実現�

ステークホルダー（プラットフォームメンバ－）
が集い流域ガバナンスの６つの柱を強化する
ILBMプラットフォーム活動に従事。�

ILBMを支える流域ガバナンスの６つ柱はILBMプ
ラットフォーム活動によって強化される。また、
ILBMプラットフォームも明確になる。�

世界最大級の人造湖、カリバ湖（ジンバブエ、ザンビア）

カリバ湖沿岸に生息するカバの群（カリバ・ジンバブエ）

乾季に出現するナクル湖のソルトパン（ケニア）

ナクル湖のフラミンゴ（ケニア）
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２－３　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの仕組み

（１）　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの基本サイクル

　ＩＬＢＭプラットフォームでは、６本柱で示される湖沼流域ガバナンスの個別課題分野における問題

点を克服するための具体的取組が実施されるが、その課題と取組を抽出・整理するものが湖沼概要書

（レークブリーフ）であり、ＩＬＢＭプラットフォームプロセスにおいて、湖沼概要書に基づく取組の成

果を継続的に反映するように湖沼概要書の内容も定期的に改訂し、湖沼流域ガバナンスを充実・向上

させていくことになる。

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスは図３に示すようなステップを踏んで実施される。このプロセス

を通し、ＩＬＢＭプラットフォームに参加するメンバーは、既存の個別的計画（ビジョン的計画、アク

ション計画など）を湖沼流域ガバナンスの向上を伴った統合的な計画へ発展させていくこととなる。

（２）湖沼概要書（レークブリーフ）の作成

　湖沼概要書は、流域社会のさまざまなステークホルダーの課題意識を幅広く反映することが重要で

あるが、最初の基本形の作成過程で、多くのステークホルダーの参加を期待することは難しい。当初

は特定の個人や少数のメンバーが中心となって概要的に作成し、その後順次改訂しつつ充実させてい

くのが現実的である。以下にその項目と内容の概略を示す。

＜Ⅰ．はじめに＞

　ＩＬＢＭプラットフォームを構築する単位としての流域を特定するなど、プラットフォーム構築の背

景、目的、動機などについて触れる。

図３　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの流れ

湖沼概要書（レークブリーフ）の基本形（たたき台）の作成 

湖沼概要書を利用して実施する湖沼流域ガバナンスの課題分析 

（課題分析によって明らかになった） 
課題解決へ向けた自主的かつ漸次的な取組とその成果の評価 

６つの柱の強化による湖沼流域ガバナンスの向上 

定期的な繰り返し 

湖沼概要書の改訂 
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＜Ⅱ．湖沼の概要＞

　湖沼とその流域の基本情報（緯度・経度、表面積、水深、貯水量、流域面積など）、湖沼生態系の状

態や植生状況、化学的データ（水質、溶存酸素量など）、湖沼流域の状態（地形の特性、土地利用な

ど）を記述する。多くの場合、既に行政部局が作成した計画書や研究者による調査研究の成果などを

利用して作成することが多く、Ⅱ以降の記述は、機会があるごとに改訂されていく。

＜Ⅲ．湖沼と流域の管理＞

　　歴史的な経緯を含めて客観的な事実を包括的に記述する。

＜Ⅳ．湖沼をめぐる主要インパクトストーリー＞

　　ステークホルダーの多くが知っている過去の成功例や失敗例、特徴的な事件、課題の克服のため

に行った取組などで、湖沼流域ガバナンスの可能性や課題を特徴的に記述する。

＜Ⅴ．湖沼流域ガバナンスの主要課題＞

　Ⅲで掲げられたさまざまな取組の経緯に基づいて、何がどこまでどのように進捗してきたか、持

続的な流域資源の利用と保全という意味で、何がうまく進んできたか、何が課題として残っている

のかを記述する。湖沼流域ガバナンスの６本柱に関する診断プロセス（２－５に詳述）に沿って検

討し、課題を明らかにする。これらの点で見解の相違があれば、Ⅵに反映する。

＜Ⅵ．湖沼流域ガバナンスの課題を克服する上で鍵となる取組＞

　湖沼流域ガバナンスの６本柱について現状を記述し、明らかになった課題を段階的に改善する具

体的な手がかりとする。ここでは、他の湖沼流域で明らかにされてきた成功例や失敗例を含め、内

外の幅広い知識や情報を集約・管理した知識ベースを活用することが重要である。

＜Ⅶ．参考資料＞

Ａｎｎｅｘ　Ａ．湖沼概要項目（自然科学、社会科学、政策科学、人文科学的知見とデータを集約したもの。）

Ａｎｎｅｘ　Ｂ．湖沼流域ガバナンスの６本柱に関する診断プロセス（湖沼流域ガバナンスの６本柱をめ

ぐる知識ベース、および知識ベースを活用した湖沼流域ガバナンス向上のための自己診

断のプロセスのこと。）

ビクトリア湖に流入するヤラ川の洗濯場
（ヤラ湿地帯・ケニア）

ビクトリア湖流入河川中流域にみられる大規模な浸食
（キスム南部・ケニア）
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２－４　湖沼流域ガバナンス６本柱の強化をめぐる試行錯誤とその評価

（１）ＩＬＢＭプラットフォームプロセスにおける湖沼流域ガバナンスの６本柱強化プロセス

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスは、湖沼流域ガバナンスの６本柱の現状を把握し、その強化に取

り組むことである（図４）。その過程において、試行錯誤の取組が行われることとなるため、どのガバ

ナンスの柱をどの程度強化すべきか、またそれにはどのくらいの時間が必要なのかについて、取組の

当初から直ちに明らかにすることは難しい。一定の期間に達成すべき段階的な目標を設定し、その進

捗状況に応じて取組を長期にわたって繰り返すとともに、その過程で強化の程度を評価することとな

る（図５）。この循環型のＩＬＢＭプラットフォームプロセスの仕組みとそれを支える活動をあわせてフ

ローダイアグラムとして表したものが図６である。

図４　湖沼流域ガバナンスの６本柱の強化

図５　湖沼流域ガバナンス６本柱の強化の循環プロセス化による持続可能性の向上
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（２）ワークショップの実施と湖沼概要書の作成

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスへの取りかかりの進め方は、多くのステークホルダーの参加によ

るワークショップ形式が望ましい。ＩＬＢＭの概念の紹介やＩＬＢＭプラットフォームプロセスの事例紹介

を通して自らの取組に向けた関心が高まり、同時に、プロセスの節目ごとの継続的な開催にもつながっ

ていくことが期待される。さらに、ワークショップの開催を重ね湖沼概要書の作成を進めていくこと

で、ワークショップメンバーが広がり、ＩＬＢＭプラットフォームメンバー、ＩＬＢＭプラットフォームの

構築へとつながっていく。

　湖沼概要書の作成、とくにガバナンスの６本柱の強化をめぐるワークショップの開催は、以下のよ

うな機会が契機となって開催されることが多い。

●いまだ確立していない国の湖沼管理政策の枠組みを構想する段階、例えば湖沼流域関係者が集う

機会

●湖沼と流域に係る資源開発や環境保全について二国間協力や国際機関によって人材育成プロジェ

クトや施設建設プロジェクトなどが開始される機会

●上記のプロジェクトが完了に向かい、施設の維持管理や運転、あるいは流域社会の協力に基づい

てフォローアップを行う必要性の認識が高まってくる機会

●ＮＧＯなどが個別で取り組んでいる流域プロジェクトの限界が明らかになり、複数のプロジェクト

やＮＧＯ団体が連携を模索する機会

●自治体などが湖沼流域関連プロジェクト（例えば都市下水対策、廃棄物対策、工場の事業所の排

水規制対策など）の進捗状況を確認する機会

図６　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの仕組みとそれを支える活動

ＩＬＢＭプラットフォーム・プロセス� ＩＬＢＭプラットフォームを支える活動�

２）流域ガバナンス向上の準備�

・　課題分野で求められる取組�
　　の確認�

・　取組の経緯で克服すべき�
　　ガバナンスの課題の明確化�
�

３）課題の克服に向けた試行�
　　錯誤�

４）ガバナンス６本柱の強化�
　　状況の評価� ガバナンスの向上を評価する措置�

１）湖沼流域の現状の記述�
湖沼概要書（インパクト�
ストーリーを含む）�

ガバナンス分析ガイド�
（概要書のAnnex B）�

徐々にビジョンを共有化�

・行政セクターの調整�
・利害関係者の参加�
・ブラットフォームメン�
　バーの連携など�

・流域既存基本情
報の確認・整理�

・個別モニタリン
グデータの集約
と共有�

・利害関係機関の
共同と取組み�

・データーベース
と知識ベースの
構築・情報の更
新、改善�

・成功例・失敗例
から学習�
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　一般論として、多様なステークホルダーが短期間で湖沼流域全体が抱える課題について相互に認識

を深めて湖沼概要書作成の共通理解に至るのは至難である。しかし、現地ステークホルダーが有する

主要な歴史的経験（インパクトストーリー）を確認し、その分析を通して湖沼流域ガバナンスの６本

柱の強化のプロセスや課題を徐々に明らかにすることができれば、ステークホルダー同士の相互理解

が進み、湖沼概要書の作成が容易になる。

　湖沼概要書の作成に当たっては、当初から完成度の高いものを作成しようとするのではなく、図や

写真を駆使したアウトライン方式のもの（例えばパワーポイントスライド）からスタートすることで

も十分である。その後、専門家を交えたブレーンストーミングの結果を反映する過程で、その内容は

加速度的に充実していくことが多い。

　湖沼概要書の作成はステークホルダー全員の共同作業であるが、その過程で大学や研究機関がイニ

シアティブを発揮し、ＮＧＯや行政機関の協力を得て作成の支援を行うことで内容が充実するとともに

ステークホルダーの取組意欲も高まることが多い。しかし、湖沼概要書は一気に完全なものを作成す

ることを目標にしておらず、最初は過去に作成された報告書や文献をベースに、インパクトストーリー

をめぐる新たなデータや知見、さらにはワークショップにおける議論の成果を反映することで事足り

る。また、アウトライン方式を優先させるなど、ＩＬＢＭプラットフォームのメンバーの文章化の労力

負担を軽減することで、活動そのものが前進することを優先することができる。以上の過程では、第

２章で概説する世界の湖沼流域管理の経験と有用な知見を集約したレポートやＩＬＢＭ研修教材の内容

をできる限り紹介することが重要である。

　湖沼概要書のうち、とくに２－３で紹介した「Ⅴ．湖沼流域ガバナンスの主要課題＞」、「Ⅵ．湖沼

流域ガバナンスの課題を克服する上で鍵となる取組」、「Ａｎｎｅｘ　Ｂ．湖沼流域ガバナンスの６本柱に

関する診断プロセス」について、分析、評価、改訂、実施の定期的な繰り返しを通し、ＩＬＢＭプラッ

トフォームプロセスにおける試行錯誤の取組を進めていくことで、湖沼流域ガバナンスを段階的に向

上させていく。

ナクル・タウン下水処理場の散水ろ床（ケニア） ナクル・タウン下水処理場のグラスプロット床に侵入中の
野生生物達（ケニア）
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Ｂｏｘ７．湖沼概要書（レークブリーフ）が果たす役割　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　アフリカなどの多くの発展途上国では湖沼流域管理に関する法的枠組みが存在しない。このため、湖沼流域

の総合的な管理計画策定は存在しないか、存在しても国外の専門家がその中心的な役割を担って作成されたも

のである。したがって、湖沼流域のステークホルダーが主体的に関与して現状を認識し、持続可能な湖沼流域

資源の利用と保全の展望を切り開くためには、その現状認識を共有する仕組みが不可欠であり、湖沼概要書の

作成はその具体的な手がかりを提供する。また、湖沼概要書は湖沼流域管理の総合的計画書ではないが、ステー

クホルダーによるボトムアップでできることから自主的に実践するかたちで、徐々に湖沼流域ガバナンスを向

上させていく実践的なツールと考えることができる。

　湖沼概要書の作成作業には、各段階で以下の様なメリットが期待される。

＜情報収集の段階＞

　多くのステークホルダーが、湖沼流域ガバナンスの現状と課題を共通認識することで現行の取組の課題と展

望を共有し、連携した取組を開始することができる。

＜課題を相互理解する段階＞

　上記で共通認識した湖沼流域ガバナンスの主要課題に取り組む具体的な糸口を明らかにし、最も現実的かつ

実効性の高い取組を開始することができる。

＜課題克服のための取組を検討する段階＞

　上記二つに加え、取組の成果の評価、湖沼概要書の改訂の繰り返しの過程で、新たに湖沼流域ガバナンスと

してより望ましい展望を共有しつつ取組の幅を広げ、内容をより充実したものにしていくことができる。仮に

ＯＤＡ事業などの外部資金や外部専門家の関与で取り組むことになっても、湖沼流域ガバナンスの基本構造が存

在し、かつその向上に自律的に取り組む実態が存在すれば、事業の相乗効果を期待することができる。すなわ

ち、Ｂｏｘ４で述べた「計画」と「ガバナンス」とが噛み合った状態になり、相乗的な効果を発揮する可能性が

大きくなる。

機能不全中のハラレ市・ファール下水処理場からの
未処理水の放流（ジンバブエ）

未処理下水放流水路と化してチベロ湖に流入する
マニャメ川（ジンバブエ）
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（３）ガバナンスの６本柱の強化の試行錯誤を支援する枠組み

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスでは、ガバナンスの６本柱の強化にどんな課題が存在し、それら

の課題にどう対応すべきかを明らかにする必要がある。

　湖沼流域社会が、流域が抱える課題に敏感で社会システムがオープンな場合は、課題を特定し対応

方法を明らかにすることはそれほど困難なことではない。その理由は、マスコミ報道や研究発表の場

などで課題やその解決に向けた提案などが出され、ステークホルダーの間でも共有されていることが

多いからである。そういった場合、ＩＬＢＭプラットフォームの構築に対するステークホルダーのグルー

プの関心は高く、課題の特定や対応方法の模索にも積極的に取り組まれる。

　一方で、何らかの理由で活動が制約を受けているなど、湖沼流域社会が現状の改善に消極的な場合

は、ステークホルダーの課題意識や対応方法に対する意識も希薄で、ＩＬＢＭプラットフォームの構築

に対しても消極的になる場合が多い。いずれにしても、ＩＬＢＭプラットフォームプロセスを効率的に

推進するためには、課題の特定とその克服に向けた取組をめぐる幅広い情報の存在が重要となる。

　課題の特定や課題克服に向けた試行錯誤を行う中、これまで（財）国際湖沼環境委員会（ＩＬＥＣ）の

支援の下に世界各地で実施されてきたＩＬＢＭプロジェクトの経験はその礎として重要である。そのよ

うな情報を集約した代表的なものとして、２００３年から２００５年にかけて世界の代表的な２８湖沼について

実施されたプロジェクト「持続可能な利用のための湖沼とその流域の管理－湖沼流域管理者と利害

関係者のための報告書－【日本語版】（Ｍａｎａｇｉｎｇ　Ｌａｋｅｓ　ａｎｄ　ｔｈｅｉｒ　Ｂａｓｉｎｓ　ｆｏｒ　Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ　

Ｕｓｅ：Ａ　Ｒｅｐｏｒｔ　ｆｏｒ　Ｌａｋｅ　Ｂａｓｉｎ　Ｍａｎａｇｅｒｓ　ａｎｄ　Ｓｔａｋｅｈｏｌｄｅｒｓ【英語版】）」がある。この

報告書の概要を反映する形で作成したものが、参考資料４に六つのフローチャートとして示すガイド

ラインである。図７には、このガイドラインを使って行う段階的な課題分析の基本的な枠組みを示し

た。ガイドラインの流れは、６本柱それぞれについて課題分析のポイントを示し、特定された課題に

対する試行錯誤に向けた具体的な手がかりを示すことであるが、さらに一歩踏み込んだ上記の報告書

をもとに作成された研修教材の利用に導くことも可能である。

　課題分析の具体的な手がかりは、６本柱それぞれについて特徴的なものも多いが、それらに共通す

るものとして、

　●改善・向上の「芽」となる取組への着目

　●試行錯誤の対象や実施の方法に関する共通認識の形成

　●取組の障害を取り除く具体的な課題の明確化

　●情報共有、連携、共同的な取組の検討

　●問題解決のためのきっかけづくり

などがあげられる。
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湖沼流域ガバナンスの課題分析のポイント＜事実関係の確認＞�

b湖沼流域ガバナンスの現状（柱の状態）�

b柱同士の関係の現状（齟齬が起こっている現状）�

b上記の現状が引き起こしてきている流域の現場での問題点�

b上記の問題点に対してこれまで取り組まれてきた改善策　　　・・・など�

湖沼流域ガバナンスの６本柱それぞれの強化状況の評価のポイント�

b通常、短期間で湖沼流域ガバナンスの改善・向上を実現することは難しい。改善・向上の「芽」となる取組

に着目することが重要である。�

b湖沼流域ガバナンスの改善・向上には試行錯誤が伴う。また、試行錯誤を有意義に実施するためにはＩＬＢＭ

プラットフォームのメンバーがその対象や実施の方法について十分議論し、連携して進めていくことが重要

である。�

bＩＬＢＭプラットフォームのメンバーの活動を支えている制度（行政など公的セクターの場合）や活動（市民

やＮＧＯなどの私的セクターの場合）の中で、明らかに実施可能で効果の発現も期待される取組がありなが

ら、何らかの理由で実施していないことはないか、あれば、その制度を活用するために障害となっている背

景は何か、その障害を取り除くためには何をしなくてはならないのかなどについて考察することが重要であ

る。多くの場合、全く新しい取組をつくり上げるより、既に過去に考えられたものの有効に実施されなかっ

たものをうまく復活させることが重要である。�

b現在のメンバー以外の組織や機関がＩＬＢＭプラットフォームのメンバーとして参加することで可能となりそ

うな取組や新たに切り開けそうな展望はないかどうか、ＩＬＢＭプラットフォームを生かし、展望を切り開く

ための手順や連携の方法を模索することが重要である。�

b現行の制度や置かれている環境が不十分であっても、本格的な制度改革や環境改善の前に、試行的に部分的

な改善を工夫することはできないか、また、その場合にＩＬＢＭプラットフォーム活動として必要な手当て（情

報共有、連携、共同的な取組など）としてどんなものがあげられるかを検討することが重要である。�

b当該湖沼流域が抱える課題を引き起こす問題の本質的な問題は何か、本質的な問題を短期的に解決する取組

を特定して実施することは困難であるが、解決の方向に近づけていくきっかけづくりとなる取組をＩＬＢＭプ

ラットフォーム活動に反映することは重要である。�

b当該湖沼流域以外で考案・実施されて成果をあげている取組はないか、また、その手がかりを得る方法や活

動として何ができるか、同じ河川流域の他の湖沼流域、同じ国内の他の河川流域にある湖沼流域、国外であ

っても同様な課題を持つ湖沼流域などにおける取組で、試行錯誤に反映できるものはないかを検討すること

は重要である。これは、後に述べる知識ベースシステム（ＬＡＫＥＳ）、ＩＬＢＭの研修教材などの活用が考え

られる。�

課題の克服に向けた試行錯誤�

６本柱のそれぞれについて、上記で確認した事実関

係の背景を考察し、柱の強化（ガバナンスの改善・向上）

に必要な取組を、最低１０項目程度特定して議論�

図７　湖沼流域ガバナンスの６本柱の強化に向けた主要課題の特定とその分析の枠組み



２１

２－５　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの進捗評価と指標

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスを通して取り組む６本柱の強化が、実際に思い通りの成果をあげ

ているか否かを確認するためにはその進捗状況の評価が不可欠である。施設建設事業や資源開発事業

などのように、実施した計画のスケールと結果的にもたらされる成果を直接的に関連づけることが可

能な場合、その進捗や成果の評価に、

　●インプット（事業を実施するためにどの程度の人的・財政的資源が投入されたか）

　●アウトプット（どの程度の事業が実施されたか）

　●アウトカム（その結果、事業の目的に沿ってどの程度の成果があがったか）

の定量的な指標を使うことが可能な場合が多い。他方、制度の導入や状況の改善を目指す計画のよう

に、その事業のスケールと成果とを必ずしも直接的に関連づけることができない場合、同じインプッ

ト、アウトプット、アウトカムではあるが、その中身は上記のケースとは異なり、より定性的ものと

なる。また、インプットの評価は、事業の目的に沿った必要条件が整備されてきた程度として、一方、

アウトプットの評価も事業の目的に沿って十分条件が整備されてきた程度として、それらにふさわし

い指標が求められる。ガバナンスの６本柱の強化の場合も同様で、

　●柱をどの程度強化するべきか（強化できるか）

　●それに必要な資源や労力はどの程度か

　●その結果もたらされる成果はどの程度か

などについて明確に表現することが難しい場合が多い。そのため、ＩＬＢＭプラットフォームプロセス

の進捗状況を評価する指標としては、①（必要条件としての）人為的ストレスの削減、②（必要条

件としての）制度や仕組みの機能発揮状況の改善、③（十分条件としての）環境や生態系の状態

の向上、それぞれについて評価を行う以下の三つの指標を用いる。

　①【ストレス削減指標（Ｓｔｒｅｓｓ　Ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒｓ）】

湖沼流域資源の持続可能性を阻害するストレスの削減状況を示す指標（例えば、湖沼に流入す

る汚濁負荷の削減量、散布農薬の削減量、過剰漁獲の抑制量など）

　②【プロセス指標（Ｅｎａｂｌｉｎｇ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒｓ）】

ガバナンスの向上に資する制度や仕組みの存在やその状況を示す指標（例えば、法律の施行と

順守のための監視、組織間の連携促進や調整能力強化、市民の自主的取組の推進、環境教育など）

　③【環境状態指標（Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒｓ）】

湖沼環境の健全性の度合いを示す指標（例えば、水質汚濁指標、生物の多様性指標など）

　流域ガバナンスの６本柱である組織・体制、政策、参加、技術、情報、財政は、それぞれが相互に

関連しているため、それぞれに該当する指標は一つではない。①のストレス削減指標について言えば、

例えば事業所から排出される汚濁負荷の削減は、技術的手段（技術の柱）でも規制や経済的手法の導

入などの政策的手段（政策の柱）でも可能であり、またそれらの組合せでも可能である。それらを測

る指標は採用した手段や方法によって異なることになる。また、②のプロセス指標について言えば、

例えば農業において投与する農薬や肥料の量を削減するには農家への直接支払い（政策の柱、財政の

柱に関係）で行うこともあれば農家の自主的な取組を促したり市民に対して減農薬・減肥料の作物の

購入を促したりする（情報の柱、参加の柱）ことで対応することも可能であるなど、それぞれの柱に

該当する指標は複数必要となる。
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図８　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスにおける課題分析情報のマトリックス

ガバナンス
改善・向上
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Ｂｏｘ８．ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの評価指標　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスは、湖沼流域ガバナンスの６本柱それぞれを、ＩＬＢＭプラットフォームのメ

ンバーが協力してさまざまな手段で段階的に強化し、その結果、総体として達成された湖沼流域ガバナンスの

状態を、①人為的ストレスの削減、②制度や仕組みの機能発揮状況の改善、③環境や生態系の状態の向上とい

う三つの指標に反映して定期的に評価するという手順を方法論として内包している。

　６本柱の状態を知り、その状態を改善する手がかりを明らかにするというステップまではそれほど困難は伴

わない。それは、ステークホルダーは普段から６本柱の現状に関する問題点に気がついていたり、他から指摘

されていたりするのみならず、別途取りまとめられているガイドラインなどには発見すべき多くの課題例が示

されているからである。しかし、実際にそれぞれの柱を強化・向上し、総体として達成された湖沼流域ガバナ

ンスの状態を評価指標①、②、③の具体的な値として表現するというのは必ずしも容易でない。その理由はさ

まざまだが、端的に言えば、①と③のような定量的な指標のうち、①はデータの入手が、③は計測に必要な機

器へのアクセスがそれぞれ限られており、また、②のような定性的な指標の場合は、判断の根拠となるベース

ライン状態を明確にすることが難しい上に、改善の度合いの判断基準を明確にすることが難しいからである。

したがって、ＩＬＢＭプラットフォームのメンバーに、例えば１０段階のスケールを示し、ステークホルダーのグ

ループごとのスケール値の平均値や分散値を得た上で、それらが示す評価結果の違いを議論し、暫定的な結論

を出すという方法などが考案されている。いずれにしても指標値を使って湖沼流域ガバナンスの段階的改善を

図るメリットは大きい。それは、ＩＬＢＭプラットフォームプロセスは、徐々にガバナンスの向上を達成しよう

とするもので、財政的・労力的負担の軽い現実的な取組の積み重ねを大前提としているからである。実際、ＩＬＢＭ

プラットフォームプロセスの構築によって、ステークホルダー全体が協力する基盤ができ、連携した取組を継

続的に進めることが可能となることで、さまざまな新しい展望が開けてくるケースが多い。

　指標の開発の過程で、往々にして、指標として重要な特徴である定量性を担保することが難しくな

る場合があるが、指標を開発・活用してガバナンスの向上に取り組むのは湖沼流域のステークホルダー

であるから、彼らが理解し、それを使ってガバナンスの向上が実現できれば問題はない。定性的な指

標も定量的指標に変換することで効果をあげている事例もある。

　図８は、流域ガバナンスの向上を実現する循環型プロセスをつくりあげる作業をマトリックスの形

で整理したもので、課題分野、克服すべき課題、課題に対する取組がとくに強く関係するガバナンス

要素の特定、湖沼流域ガバナンス全体の向上に向けた個別要素や要素間をめぐる代表的な取組、それ

らに対応する主要ステークホルダーの関わりや役割を一覧表として示すものである。この表は特定さ

れた取組について彼らが主体的な役割を果たすことを前提に、ステークホルダー同士が情報を共有し

つつチームとして完成させるものである。
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２－６　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの長期にわたる展開

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスは、６本柱の強化を通した湖沼流域ガバナンスの向上を目的とす

るが、通常、その過程で多くの紆余曲折が存在し、最終的に実現すべき具体的な目標レベルを６本柱

のすべてについて必ずしも特定できるわけでもない。一定期間内に克服すべき課題の望ましいレベル

と現状とのギャップを埋めることを繰り返すことで、徐々にその目的の実現に近づけていくことが求

められる。

　以下、ＩＬＢＭプラットフォームプロセスを、第Ⅰ期（立ち上げ以前）、第Ⅱ期（立ち上げ期）、第Ⅲ

期（試行錯誤期）、第Ⅳ期（長期的継続期）の四つに期間を分け（図９）、それぞれの期間においてプ

ロセスの展開に影響を及ぼすさまざまな要因について考察する。

　第Ⅰ期（立ち上げ以前）は、湖沼によって流域の取組が全く低調なケースから活発な取組が実施さ

れているケースまでさまざまである。中には統合的な湖沼流域管理と呼ぶにふさわしい仕組みが機能

し、着実な成果を上げているケースがある。そういったケースの場合、既存のプロセスにＩＬＢＭプラッ

トフォームプロセスの枠組みを投影してみることで現状の課題を浮き彫りにすることができたり、逆

に注目すべきＩＬＢＭの事例として知識ベースの一端に反映することができたりする。

　第Ⅱ期（立ち上げ期）で重要なのは、ＩＬＢＭプラットフォームの構築に対する湖沼流域社会の受け

止め方で、それが歓迎される典型的な状況は、湖沼流域資源の持続可能な利用と保全に向けた取組が

求められているのにもかかわらず、何らかの理由で取組がなされていない場合である。その理由はさ

まざまだが、湖沼管理の政策的枠組みが存在しない中で、個々のステークホルダーの問題意識が連携

した取組に発展する機会を持ち得ていないというケースが多い。また、資源開発や環境保全に係る二

国間協力や国際機関によるプロジェクトが存在し、高い意識を持ちつつも、そのプロジェクトに関わ

るステークホルダーのグループ数が限られ、湖沼流域社会全体としての関与が限られている場合もそ

のニーズは大きい。

　第Ⅲ期（試行錯誤期）で重要なのは、６本柱の強化に向けた取組にどの程度の達成感をもたらすこ

とができるかである。前節で述べたように、ガバナンスの向上に取り組むのは湖沼流域のステークホ

ルダーであるから、彼らの取組に達成感をもたらすことは重要である。その意味でガバナンスの段階

的な強化を測る定量的な指標をステークホルダー自身が考案することが望ましい。また、自治体が取

り組む湖沼流域におけるインフラ整備プロジェクト（例えば、都市下水対策、廃棄物対策、工場の事

業所の排水規制対策など）を支援する形で、湖沼流域のステークホルダーが参加・協力することによ

り、行政計画の進捗と湖沼流域ガバナンスの向上とが連動し始めることも大きな要因となる。

　第Ⅳ期（長期的継続期）で重要なのは、ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの制度的位置づけである。

立ち上げ期はもとより、第Ⅰ期、第Ⅱ期においてもＩＬＢＭプラットフォームプロセスの制度的位置づ

けは基本的に自主的な取組のまま推移することが多い。しかし、制度的位置づけに対する湖沼流域社

会の要望が強まることにより、何らかの形でその活動を支援することが社会全体にとって望ましいと

いう判断に至ることが多い。中には湖沼流域管理政策を推進する国家戦略計画として位置づけ、一定

の財政的支援や情報の収集・集約、ガイドラインの作成、情報データベースや知識ベースの構築など

の活動が、国あるいは地方自治体の業務として位置づけられる例が報告されている。
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図９　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの段階的な進捗

地元ＮＧＯの指導の下での植林用苗木の育成
（ナクル・ケニア）

インド・アフリカのＩＬＢＭ合同ワークショップ
（プネ・インド）
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第２章　アフリカにおけるＩＬＢＭの取組の事例

１.アフリカにおけるＩＬＢＭの取組（ＩＬＢＭプラットフォームの構築）の事例

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの一般的な仕組みは前節までに示した通りであるが、それがどの

ように適用され、その実効性の発揮に至るまでにどのような道筋をたどるかは、それぞれの湖沼と流

域の自然特性や社会特性に大きく左右される。とくに、湖沼流域ガバナンスといった考え方は、その

流域や地域が持つ社会構造や経済状況、さらには現在の政情やそれに至った歴史的背景によっても異

なるため、その潜在的な可能性が最大限に発揮される取組、すなわち湖沼流域ごとのオーナーシップ

が発揮され、かつ自律的に推進することが可能な取組でなければ効果的ではない。

　このように、異なる背景・特性・課題を抱えるさまざまな湖沼に適応させ、その機能を発揮させて

いくためには、今後、数多くのケーススタディの積み重ねが必要であり、この一つとして、平成２１年

度から２３年度の３ヶ年、アフリカのビクトリア湖・ニャンザ湾＜別称ウイナム湾＞（ケニア）、ナクル

湖（ケニア）およびチベロ湖（ジンバブエ）の３湖沼をケーススタディとして、ＩＬＢＭプラットフォー

ムの構築に取り組んだので、その事例を以下に紹介する。

　本章では１－１に３事例の基本情報を紹介し、１－２にそれぞれのＩＬＢＭプラットフォームプロセ

スの一連の流れを概説する。１－３では３事例について既に実施中のアフリカ以外のＩＬＢＭプラット

フォームプロセスの事例と比較する形で、現在進行中のプロセスの評価及び今後の展開をめぐる分析

を示すこととする。

図１０　ケニア共和国とジンバブエ共和国の位置および各湖沼の位置

ケニア�

①ビクトリア湖・ニャンザ湾�
②ナクル湖�

③チベロ湖�

ジンバブエ�○キスム�

◎ナイロビ�

◎ハラレ�

○ナクル�①�
②�

③�
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図１１　３湖沼と琵琶湖の流域比較
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１－１　アフリカの事例３湖沼の概要

　ビクトリア湖・ニャンザ湾（ケニア）　

湖沼流域の地理的概観と特筆すべき状況

　ビクトリア湖は湖水面積（６８�８００‡）では世界第二位を誇る国際湖沼で、沿岸諸国はケニア（湖面

積６％）、ウガンダ（同４３％）、タンザニア（同５１％）によって占められ、西岸から流入するカゲラ川

の上流にはルワンダとブルンジが位置している。沿岸域にはキスム（ケニア）、カンパラとエンテベ

（ウガンダ）、ムワンザ（タンザニア）などの主要都市が点在している。湖は標高１�２００ｍほどの高地に

位置し、地中海まで流下するナイル川の源流水源である。湖にはカワスズメ科（シクリッド科）の３００

を超える固有種魚類が独自の進化を遂げて生息し、２０世紀の半ばころまではダーウインの箱庭と呼ば

れるほど豊かな生態系に恵まれていた。

　ニャンザ州はビクトリア湖北東岸に袋状に形成されたニャンザ湾を囲むケニア南西部の州で、北に

西部州、東にリフトバレー州、南西にタンザニアのマラ州と接し、州都はキスムである。ニャンザ湾

自身の面積は琵琶湖の２�５倍程度もあるが平均水深は６ｍと浅い。湾口と本湖とをつなぐルシンガ湖峡

は幅５㎞ほどしかなく、さらにその一部に連絡路を建造したことも手伝って本湖との湖水交換は著し

く阻害されている。湾に流入する二つの主要河川、ニャンド川およびソンドゥミリウ川の流域面積は

合わせて７�０００‡、その他の河川流域と湖岸域の面積を合せれば１２�０００‡弱である。

　キスム市は人口約４０万人で、ケニアの英国植民地時代から、ウガンダへの陸上交通路の拠点として、

またウガンダ、タンザニアを含む沿岸都市への湖上交通拠点として発展し、郊外には穀物生産地が広

がっている。また、キスム市民の８割以上をルオ族が占めている。

湖沼流域資源の賦存状況と地域産業の実態

　ケニアの人口の約７０％は農業に従事しており、ニャンザ湾流域でも一歩市街地を出ればトウモロコ

シ（メイズ）類、モロコシ（ソルガム）類、サトウキビなどの穀物畑が広がっている。また、ニャン

ザ湾の上流域には茶畑プランテーションや牛・山羊などの放牧地も展開し、多くの住民の生計はこれ

らに依存している。一方、ビクトリア湖沿岸域の漁民人口は２０万人ほどとされているが、漁業の柱で

あるナイルパーチの関連産業の裾野は広く、水産加工や運輸、港湾管理などを含めると、その数倍は

あるものと考えられる。また、観光・交通・宿泊業などについてもフォーマルセクターとは別に数多

くのインフォーマルセクターが存在し、ローカルの旅館・レストラン・小規模マーケットなどで生計

を立てている。

湖沼流域資源の持続可能性をめぐる課題

　食用魚の輸出産業振興の目的で１９６０年代に移入された外来魚・ナイルパーチは、１９８０年代にはビク

トリア湖の固有種の多くをほぼ絶滅状態に追いやったが、現在は安定した食物連鎖が新たにでき上が

りつつあり、一旦消滅したと思われた固有種が再発見されたという報告も散見されるようになった。

しかし、ナイルパーチ産業のためには、湖の一定程度の富栄養化状態が必要であり、ナイルパーチ産

業に関わる利害関係者にとっては湖本来の生態系の回復は必ずしも求められてはいないし、実際、今

やそれはほとんど不可能と考えられている。

　沿岸域での加速度的な人口増加によって、未処理で流入する生活系・産業系排水の問題や、上流域
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で大規模に行われてきた森林伐採と耕地化による著しい土壌流出、水源涵養の低下も１９９０年代の後半

までは野放し状態であった。また、ビクトリア湖全体の富栄養化傾向は、沿岸開発に伴う湿地生態系

機能の急速な低下とともに年々深刻化し、とくに飲料水源として取水されている湖水の水質悪化は今

や深刻な問題となりつつある。

　その中でも、ニャンザ湾の状況は最も深刻であり、広大な上流域一帯から河川経由で湾域に流入す

る土壌や肥料・農薬などは湾内に汚染の層を作って広がり、長期にわたって滞留する。その結果、風

向きとともに湾奥一帯を数㎞にわたって絨毯上に埋め尽くして行き来するホテイアオイは湾の風物詩

となってしまった。

　キスム市域一帯の都市活動・産業活動から発生する都市ごみや産業廃棄物は、収集・廃棄が不完全

で、処理・処分に至っては十分な施設が存在しない。そのため、重金属や有害化学物質を含む都市面

源汚染問題が懸念されている。キスム市の衛生施設のうち、下水管路網は市域の１５％をカバーしてい

るが、残りの８５％の整備区域外ではほとんどが竪穴汲取式便所（ピット・ラトリン）であり、例外的

に裕福な地域において腐敗槽（セプティックタンク）が設置されている。竪穴汲取式便所ではピット

が一杯になると放棄されるのが一般的であり、雨水とともに汚水が河川・湖に流入してくる。

　したがって、都市環境インフラの整備や排水規制などの環境行政の着実な実施が声高に求められる

ようになり、環境資源の実態や環境モニタリングの調査・情報収集、体制の不備、環境分野における

能力開発などの取組を進めるとともに、財源不足や法制度の不備、法執行の甘さなどの是正にも力を

入れ始めてきた。しかし、市の中心部を一歩離れれば若干の道路インフラを除いてほとんど整備され

ておらず、無秩序な土地利用の是正とともに貧困と劣悪な衛生環境の中で生活する流域住民の生活環

境改善問題と合せて課題は山積みとなっている。

ニャンザ州とニャンザ湾（ウイナム湾）
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　ナクル湖（ケニア）　

湖沼流域の地理的概観と特筆すべき状況

　ナクル湖は、ケニア共和国の首都ナイロビから１６５㎞ほど北方に位置するナクル市南部に隣接して存

在する湖面積５０‡、平均水深２�５ｍの浅いアルカリ塩水湖で、東アフリカ地溝帯に存在する多数の構造

湖のうちの一つである。また、時には１００万羽を超えるフラミンゴが飛来する湖として有名である。湖

はナクル市を包含する形で約１�８００‡の集水域を持ち、５本の流入河川があるが流出河川はない。湖の

西側はンジョロ川流域を経て、マウ森林帯につながる。さらにその１５０㎞程西方には分水嶺を越えてビ

クトリア湖が広がる。湖沿岸の１８８‡は１９５７年に国立公園に指定され、１９９０年にラムサール登録湿地、

２０１１年にはユネスコの世界遺産にも登録された。

　ナクル市はケニア第４の都市であり、イギリスの植民地時代に国の東西南北をつなぐ鉄道交通の拠

点として発展し、その後も通商・交通の要所としてのみならず、年間３００万人ほどが訪れるナクル湖国

立公園の入り口として発展が続いている。同公園の管理は政府機関であるケニア野生生物サービス局

（ＫＷＳ）であるが、市の北側に位置するメネンガイ山の頂上にある巨大な噴火口の観光地化とあわせ

た国・市との一体的な観光地化に協力している。

湖沼流域資源の賦存状況と地域産業の実態

　ナクル市域の産業構造は農業（トウモロコシ、果樹、畜産）、製造業（食品加工、繊維・染色など）、

観光産業、サービス業などが中心である。交通の要所である上、農業開発の拠点として、またナクル

湖国立公園の存在も手伝って観光都市化しつつあり、人口増加が顕著である。西側に広がるマウ森林

帯は１９７０年代頃まではほとんど手付かずであったが、１９８０年代から２０００年代初頭にかけて進んだ農地

化により、地元向けの穀類や野菜、また輸出向けの商品作物（茶、コーヒー、果樹など）の生産が盛

んである。

湖沼流域資源の持続可能性をめぐる課題

　１９８０年代から９０年代にかけてンジョロ川流域およびマウ森林帯で進んだ大規模な森林伐採と農地化、

薪炭確保を目的とする湖周辺の灌木林の伐採は、ンジョロ川やナクル湖の緩衝帯機能を喪失させ、結

果的に土壌の流出、生態系機能や水源涵養機能の低下、洪水・渇水の規模や頻度の増大などの問題を

引き起こした。加えて、肥料・農薬のナクル湖への流入問題が深刻化し、湖の水質悪化が問題視され

るようになった。こういった問題に歯止めをかけるため、２０００年代に入ってから一大転換した国の政

策によって始まった大規模な森林回復事業は現在も続いているが、一旦農地化した土地を森林帯に戻

すことは難しく、現時点では未だ顕著な効果は見られていない。一方、市の周辺域や丘陵域にかけて

広がる低所得者層居住地域やスラム化した不法占拠地域の環境問題の深刻化は進み、２００７年の大統領

選挙の際に発生したルオ族とキクユ族による紛争なども手伝って一時的に劣悪化した市民の居住環境

は、必ずしも十分回復したとは言えない。さらに、市域に立地している製造業のなかには、繊維、食

料品加工、蚊取線香（除虫菊）など、高い汚濁負荷を排出する事業所が含まれ、さらにはバッテリー、

皮革なめし業など重金属汚染源となる事業所もあり、生活排水・産業廃水に含まれる汚濁物質の制御

が問題となっている。

　ナクル市街地を含むナクル湖集水域内の生活排水や産業廃水等の汚濁負荷には、我が国の協力で実
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施されてきた上水道・下水道施設の整備や市職員の環境管理能力の向上プロジェクト（ＮＥＭＰ）など

で取り組まれてきたが、下水処理場内で、処理過程水が湖辺下部あるいは湖底ソルトパン（ｓａｌｔ　ｐａｎ：

塩類と鉱物が結晶化して形成する固い層の湖底）下部へ漏えいしている可能性も指摘されるなど、下

水管路網の整備・拡充とともに処理施設の機能改善が課題となっている。ナクル湖とその流域が持つ

豊かな生態系の保全・回復にはこのような課題への取組を統合的に推進する連携の仕組みが求められ

ている。

　また、一連のＪＩＣＡ技術協力を中心に、市街地におけるさまざまな取組の成果は徐々に現れており、

湖への流入河川流域における生態系機能回復の取組は、小規模パイロット事業として軌道に乗りつつ

あるものの、面的機能を回復するためには土地利用の改善、森林の再生、河川沿岸土壌流出の防止な

ど長期にわたって多くの機関が連携的な取組を行わなければならない。しかし、住民・ＮＧＯ・研究機

関を含め、利害関係者や行政機関・経済界の連携的・一体的取組は、昨今の政治状況の劇的な変動も

手伝って、持続することが困難な状況である。

　ＩＬＢＭの試行錯誤は始まったばかりであるが、ナクル湖国立公園の運営、市域における取組、流域

における取組の連動性・持続性を回復し、世界遺産登録の留保条項を早急にクリアする必要がある。

今後は、ＩＬＢＭの枠組みを活用し、新たな課題への対応とともに既に軌道に乗りつつある取組を幅広

く拡充・改善していくことが期待される。

ナクル湖・ナクル市とその周辺
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　チベロ湖（ジンバブエ）　

湖沼流域の地理的概観と特筆すべき状況

　ハラレ市はジンバブエ共和国の首都で、この国最大の都市である。標高約１�６００ｍの高原の丘に位置

し、人口は、２１７万人強（２０１０年）である。１９８０年に人種隔離政策による白人支配のローデシア共和国

から内戦を経て黒人が主導権をもつジンバブエ共和国と名称を変え、首都名もソールズベリーからハ

ラレに変えた経緯がある。町並みは英国風で、夏でも平均気温は２０℃強と快適な気候である。

　ハラレ市の南約２０㎞に位置するチトゥンギザ市は、ハラレ市内で働く工場労働者の居住地として開

発された衛星都市であるが、経済の停滞もあって現在は周辺農村部から現金収入を求めて移入してき

た家族も住み着いている。正確な数字は不明だが、ハラレ市人口の１／３から半数程度が居住してい

るものと思われる。

　ハラレ市、チトゥンギザ市およびチベロ湖西端のノートン町などで構成する首都圏は、その都市活

動や産業活動を支える水供給をマニャメ川流域に建造されたダム湖群に依存している。そのうち、首

都圏の依存度が一番高いのが、水需要の６５％を満たしているハラレ市から３７㎞西方に位置する湖面積

２６‡、平均水深９�４ｍ（最深２７�４ｍ）のチベロ湖で、１９５２年に市の下流部に建造され、さらにその西方

にはチベロ湖と連なる形で１９７２年にマニャメ湖が建造された。チベロ湖は、市の上流域に建設したダ

ム湖の水供給能力が人口増加に伴う水需要に対応できなくなったため建造されたもので、当初は水道

水源としてだけでなく、漁業、スポーツフィッシング、レクリエーション、サファリゲームパークと

しての利用を想定していたが、近年、その状況は一変している。

湖沼流域資源の賦存状況と地域産業の実態

　ローデシア時代は農業、鉱業、工業のバランスのとれた経済構造を持ち、とくに農業は主としてイ

ギリス出身の白人大規模経営によって効率的に経営され、外貨収入の半分ほどを農産物の輸出が支え

ていた。しかし、１９８０年の政変・独立後、２０００年には白人農場経営者が追放され、農業依存の経済シ

ステムも同時に崩壊した。その結果、超インフレに陥ったジンバブエ経済は国民に飢餓的状況をもた

らし、政情不安はその後も続いた。２００９年にジンバブエ・ドルに代えて米・ドルや南ア・ランドの国

内流通を公式に認めたことで経済状況は徐々に改善されつつあり、それに伴って政治情勢も安定し始

め、近隣国との貿易も徐々に活発化して、極めて限定的だった二国間技術協力や国際機関からの支援

も増加傾向にある。

湖沼流域資源としてのチベロ湖の実態

　マニャメ川をはじめとするチベロ湖流域は国の政治・経済の中枢域を抱える首都圏の命運を握る地

域である事実は昔も今も変らない。振り返ってみれば、１９６０年頃から顕著になったチベロ湖の水質悪

化、とくに富栄養化傾向は、１９７０年代の下水道整備で改善の方向に向かった。政変に端を発した１９８０

年代以降のジンバブエ経済の崩壊に伴って電力事情が悪化し、政府機関職員の給与も未払いとなるな

ど、既に一部は老朽化で維持管理が不十分だった水系に立地していた下水処理場はすべて機能不全に

陥り、マニャメ川をはじめとする首都圏の河川は生活排水と産業廃水の水路と化してしまい、チベロ

湖にそのまま下水を送り込む構造ができあがってしまった。

　しかし、首都圏の下水が集まるチベロ湖を上水源とする地理的位置関係のために、首都圏が発展す
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ればするほどその命運を支える水資源が劣化するこの状況は、政治・経済情勢が改善状況に向かいつ

つある現在も変わらない。チベロ湖の水質・水量の劣化は、マニャメ川水系からの都市・生活用水、

農業用水、工業用水の量と質の安定的な確保に大きく依存している首都圏の持続可能な発展を著しく

阻害している。

湖沼流域資源の持続可能性をめぐる課題

　チベロ湖はハラレ市およびジンバブエ国家水局（ＺＩＮＷＡ）がそれぞれ８７％と１３％のシェアで水利

権を保持しており、その状況の改善は当然ながら国家的な関心事である。すでに、これらダム湖群の

みでは流域の持続可能な発展を実現することが不可能であることは同市とＺＩＮＷＡの共通認識となっ

ており、上流域における新規ダム計画も国際金融機関の参加で一部事業化が始まっている。また、上

水道・下水道などの都市インフラの修復、改善、更新も始まり、下水処理施設の機能回復、経済の疲

弊もあって放置されてきた工場や事業所の水需要管理と排水規制の強化、事業所排水の前処理施設の

設置や機能改善も喫緊の課題となりつつある。

　しかし、こういった新規ダム建設や都市インフラ施設の改善を中心とした取組で、長期的にチベロ

湖流域の持続可能な資源の利用と保全が実現するとは到底考えられない。政策の枠組みの再検討、組

織・体制の整備や人材育成、幅広いステークホルダーの参加など、いわゆる湖沼流域ガバナンスの重

要性が徐々に認識され始め、これまでほとんど注目されてこなかったハラレ市域内での湿地機能の回

復や、無知・無関心による貴重な水環境資源の濫用を防止するための市民啓発や環境教育にも関心が

高まっている。そういった背景の下で、政府、自治体、市民グループやＮＧＯとの連携を強化し、長期

にわたって徐々に湖沼流域ガバナンスを向上させるＩＬＢＭへの期待が膨らんでいる。

チベロ湖・ハラレ市とその周辺
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１－２　３湖沼における現地調査とＩＬＢＭワークショップ

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスを確立するための取組は、その基本的な考え方のみを紹介するセ

ミナーやシンポジウム形式のものから、専門家向けの一定期間集中的に実施するトレーニングコース

形式のもの、さらには、湖沼流域住民の代表などを含む多様な関心と背景をもつステークホルダー参

加の下でのワークショップを繰り返しつつ長期にわたって徐々に具体的な活動の定着を目指すものま

で、さまざまなバリエーションがある。

　本プロジェクトは、この最後の形式のものを実施したが、アフリカ湖沼流域において厳しい生活環

境を抱えるステークホルダーが、この取組のメリットを理解して自律的活動として定着させるには、

さまざまな課題が存在する。したがって一事例湖沼ごとに単年度で完結する取組ではなく、３湖沼を

同時並行で３年間継続的に取り組むこととした。この間、以下の３ステージが実施された（図１２）

　①現地調査とＩＬＢＭワークショップあるいはＩＬＢＭをめぐる協議

　②湖沼概要書の作成とＩＬＢＭプラットフォームの構築

　③構築されたＩＬＢＭプラットフォームのプロセス化に向けた取組

　これらステージの実施を通して、調査や検討で得られた情報と知見を適切にＩＬＢＭプラットフォー

ムプロセスへ反映させていくための手法として、ワークショップを現地ステークホルダーと連携して

実施した。

ê１年目は主として、当該湖沼流域が抱える課題を共通理解するための踏査、および踏査で明らか

になった主要課題について、ＩＬＢＭ概念の適用が可能かつ有効であることを共同で確認した。

ê２年目は、１年目に特定された課題のうち、現地ステークホルダーに最も懸念されている課題に

ついて共同で調査を実施し、その課題を他の懸案事項と合せて湖沼概要書に反映する現地ステー

クホルダーの取組を側面から支援した。

ê３年目はＩＬＢＭプラットフォームプロセスの立ち上げに向けたステークホルダー間の協議に参加

し、ＩＬＢＭプラットフォームプロセスを運営していくための技術的な課題とその運営の仕組みを

構築する協議を側面から支援した。

　ＩＬＢＭワークショップの概要は表１に、また主要インパクトストーリーは表２に示す通りである。

主としてこれらのインパクトストーリーをベースに湖沼流域ガバナンスの６本柱の現状を把握し、さ

らに関連する課題を整理することによって、湖沼流域ガバナンスの６本柱の分析が容易になる。

　なお、ＩＬＢＭプラットフォームプロセスを円滑に機能させるためには、核となるメンバーで構成す

る運営委員会と事務局が不可欠で、

その人的・財政的負担が発生する。

その意味で大学や研究機関の存在

は大きく、参加するメンバーに

とってもＩＬＢＭプラットフォーム

のような横断的な仕組みの中で重

要な役割を果たすことによって得

られるさまざまな情報や人的ネッ

トワークが大きな意味を持つ。

　また、湖沼流域間の連携、国家

間の連携、グローバルな連携など 図１２　３湖沼におけるＩＬＢＭプラットフォームの構築とそのプロセス化の流れ

①　現地調査とILBM�
　　ワークショップ�

②　湖沼概要書の作成とILBM�
　　プラットフォームプロセスの構築�

b主要なインパクトストーリーの発掘�

b湖沼流域ガバナンス６本柱の主要な�
　課題の特定と�

③　構築されたプラットフォームのプロセス化に向けた取組�

b主要な課題に対応するための取組の概要�

b繰り返しプロセスの指標の開発と評価�
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を通して得られる情報やネットワーク、さらにはＩＬＢＭプラットフォームの存在とそれが湖沼流域ガ

バナンスの向上に果たす役割自体が魅力となり、国内外から得られる支援や協力の可能性が高まるこ

とは大きなメリットとなる。

表１　３湖沼における現地調査とＩＬＢＭワークショップの概要

表２　３湖沼における主要インパクトストーリー

チベロ湖ナクル湖ビクトリア湖・ニャンザ湾

当該湖沼流域が抱える課題とＩＬＢＭ概念の紹介

１
年
目

êＩＬＢＭの枠組みを通したチベロ湖・ハ
ラレ市・チトゥインギザ市域の現状
の確認

ê政府機関の湖沼流域環境問題への取
組の現状の確認

ê日本およびアジアにおける衛生施設
整備の経験の紹介

êチベロ湖および流入河川の水質環境
の踏査・確認

êナクル市水質試験場およびエガート
ン大学の協力を得て以下の共同調査
を実施

ê市域における下水道施設およびエコ
サントイレの現状と課題の実態調査

ê下水道施設濾床域の地下構造の確認

êビクトリア湖本湖とニャンザ湾の課
題および取組の歴史的経緯と現状

ê湾域のＮＧＯ活動と自治体との連携
の課題と可能性

êキスム市およびキスム市上下水道公
社（ＫＩＷＡＳＣＯ）との協議

ê産業廃水問題と下水道施設が抱える
課題の実情把握

主要課題の共同調査の実施と湖沼概要書の作成

２
年
目

êジンバブエ大学およびハラレ市上下
水道部の協力を得て以下の共同調査
を実施

ê両市域における下水道施設の現状と
課題の実態調査

êチベロ湖および流入河川の水質環境
の実態調査

êナクル市水質試験場およびエガート
ン大学の協力を得て以下の調査を実
施

ê下水道施設の維持管理および運転改
善のデータ収集

êナイロビ大学と連携した下水処理場
濾床地下の地質構造調査計画の作成

êＫＩＷＡＳＣＯ下水道施設の維持管理お
よび運転改善のための基礎情報収集

ê湖沼概要書作成のための既存情報の
確認

êＯＳＩＥＮＡＬＡによる集水域集落支援
プロジェクトの実績と課題の確認

ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの構築

３
年
目

êＬＢＭプラットフォームプロセスの
大枠の確認および以下の基本的枠組
みの決定

êジンバブエ大学、ナショナルアカデ
ミーへの事務局設置

ê水資源省、環境省を通した国際機関
との連携

ê運営委員会メンバーの確定

êＩＬＢＭプラットフォームプロセスの
大枠の確認および以下の主体の参加
の枠組みなど調整・決定

êナクル市環境プログラムの再活性化
êケニア野生生物サービス局（ＫＷＳ）
とナクル市商工会議環境部会の既存
協定の実効性の回復

ê運営委員会メンバーの確定

êＩＬＢＭプラットフォームプロセスの
大枠の確認および以下の主体の参加
の枠組みなどの調整

ê複数の大学・研究機関が調査研究・
情報収集・解析に協力

êニャンザ湾流域都市協議会の参加
ê州議会、国会議員など政治家の参加
ê運営委員会メンバーの確定

チベロ湖ナクル湖ニャンザ湾

◆宗主国との歴史的関係の変遷による
政治情勢の変化、紛争の繰返しを原因
とする政治・経済システムの崩壊によ
る１９８０年代から続くハラレ市域への
大規模な人口流入と環境悪化

◆下水処理施設の機能不全や下水管路
の破損に起因する衛生環境の危機的
状況および１９６０年代の半ば以降の湖
におけるホテイアオイの異常繁茂

◆土地利用規制の大幅な緩和によるハ
ラレ市域湿地帯の水源涵養機能の劇
的な低下と河川流入水量の大幅な減
少

◆ナクル市域上・下水道施設整備や衛生
環境改善事業の推進

◆産業廃水処理や排出規制、事業所の自
主的取組に向けた啓発

◆不完全な都市廃棄物の収集・処理に起
因する面源負荷の降雨時流出と湖生
態系への影響

◆湖流入河川上流域の土地利用の変化、
森林伐採、浸食土壌とそのナクル湖へ
の影響

◆水位変動や水質悪化とフラミンゴの
大量死との関連

◆世界遺産への登録

◆漁業に支障をきたすホテイアオイの
大繁茂と、その制御をめぐる長年の試
行錯誤
◆湖辺湿地帯パピルス群落と、その野焼
きによる乾陸化と農地化をめぐる葛
藤
◆集水域集落におけるエコサントイレ
のメリットと普及推進上の課題
◆ナイルパーチ導入とナイルパーチ産
業の興隆、水揚げ施設地域が抱える社
会問題、水産加工業が引き起こす廃棄
物問題
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１－３　３湖沼の湖沼流域ガバナンス６本柱の分析

　３湖沼における湖沼流域ガバナンスの６本柱の分析は、ワークショップにおける発表あるいはス

テークホルダーの間での議論を通して提示されたもので、各課題の詳細は発表時のパワーポイント資

料および入手した文献資料に示されている。以下に事例湖沼ごとの湖沼流域ガバナンスの主要課題の

一部を要約した。

（１）「組織・体制」および「政策」の柱の課題

　＜ニャンザ湾（ビクトリア湖）の場合（表３－１、表３－２）＞

　ニャンザ湾（ビクトリア湖）において主導的な役割を果たしているのは、キスムに拠点を持ち、ヨー

ロッパの技術協力機関の支援を受けて湖沼流域環境や生活環境の改善に幅広く取り組んでいるＮＧＯ

のＯＳＩＥＮＡＬＡ（Ｆｒｉｅｎｄｓ　ｏｆ　Ｌａｋｅ　Ｖｉｃｔｏｒｉａ）である。湖辺域や森林域集落の貧困削減、生計改善活動

の支援をはじめとして、水源涵養・生態系機能回復に取り組む住民組織との連携、キスム市周辺に立地

する研究機関や大学との協力、市内に立地する水産加工事業所、キスム市上下水道公社（ＫＩＷＡＳＣＯ）

の技術者教育などに長年にわたって実績を積んできた。ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの立ち上げ

を機に、大規模船団によるナイルパーチ漁業、主要河川流域上流部における大規模経営農業（主とし

て紅茶）、中小規模経営農業（コーヒー、穀類）、ヤラ湿地を乾陸化して始まった大規模灌漑稲作事業

などと上記の住民組織や支援組織との対話の場づくりを模索している。これらの大規模事業が引き起

こす湖沼環境へのストレスの削減は、地域住民の生活環境改善につながり、逆に地域住民の協力なし

にこれらの大規模事業が持続可能な資源利用と保全を実現することは難しい。

　ＯＳＩＥＮＡＬＡのみならずキスム市環境局、ＫＩＷＡＳＣＯ、キスム商工会議所などのステークホルダーも、

ＯＳＩＥＮＡＬＡを中心として展開してきた住民支援活動との新たな連携基盤がＩＬＢＭプラットフォーム

として成長していくことを期待している。

　一方、ＩＬＢＭプラットフォームの構築により、これまでなかなか進まなかったキスム市域およびニャ

ンザ湾域から湾内に流入する生活系、産業系、面源系の汚濁負荷削減政策の再検討が期待されるよう

になった。さらにケニア国家環境管理局（ＮＥＭＡ）による事業所系排水規制の実効性の向上や部分的

に施設改善がなされた下水処理施設の運転・維持管理、人材育成の本格的取組、湾域の生態系機能回

復に向けた長期政策の立案・実施、既存環境政策および施策のすり合せと進捗評価の枠組みの確立へ

の期待が高まっている。

　また、沿岸五か国で構成される東アフリカ連合（Ｅａｓｔ　Ａｆｒｉｃａｎ　Ｕｎｉｏｎ）の下に２００５年に設立さ

れたビクトリア湖流域委員会（ＬＶＢＣ）がＧＥＦ（地球環境ファシリティ）プロジェクトの一環として

世界銀行などの支援を得て実施している第二期ビクトリア湖環境管理プロジェクト（ＬＶＥＭＰⅡ）と

の連携も展望されているが、ニャンザ湾ＩＬＢＭプラットフォームはケニア国内のステークホルダーに

限られているため、ＬＶＢＣ本部はキスム市に立地しているにもかかわらず実現に至っていない。この

点に関しては、ケニア政府・首相府が関心を示しており、ＬＶＢＣに所属する五か国をつなぐＩＬＢＭプ

ラットフォームの構築への課題が浮上している。
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表３－１　湖沼流域ガバナンスの主要課題＜組織・体制＞

表３－２　湖沼流域ガバナンスの主要課題＜政策＞

チベロ湖ナクル湖ニャンザ湾

◆多くの政府行政機関、二つの市の行政
機関、企業、研究機関はもとよりＮＧ
Ｏや市民グループと連携するＩＬＢＭプ
ラットフォームの構築は喫緊の課題

◆特に、これまで疎遠だった行政機関と
研究機関の関係を修復し、流域の一体
的な連携の仕組みづくりが必要

◆河川流域委員会（ＣＣ）、河川支流域委
員会（ＳＣＣ）などの活性化とＩＬＢＭプ
ラットフォームへの参加が重要

◆とくにンジョロ川からナクル湖に至
る流域の一体的な管理と生態系リス
クの軽減を目的とする関係機関の協
力協定が必要

◆ナクル市域の環境管理とンジョロ川
流域、東マウ森林帯、メネンガイ火口
などの集水域管理とを連動させる仕
組み、および市域と周辺域の連携的取
組を推進する仕組みが必要

◆ＬＶＢＣが実施しているＬＶＥＭＰⅡとの
連携
◆湾へ流入する主要河川流域上流部の
水源涵養・生態系機能回復プロジェク
トとの連携
◆キスム市環境局、ＫＩＷＡＳＣＯなどとの
連携
◆キスム商工会議所との連携

チベロ湖ナクル湖ニャンザ湾

◆水法、河川流域委員会制度、河川支流
域委員会、水資源管理戦略など、既に
存在する湖沼流域管理推進の政策的
枠組の実効性の向上への取組

◆飲料水や農産物経由で感染するコレ
ラなどの水系伝染病について、その発
生原因となっている漏えい下水対策
（破損下水管路の修復など）と衛生・
環境教育の推進など喫緊の課題への
取組

◆ハラレ市水道局が開始した節水委員
会との連携強化

◆ナクル市、ケニア野生生物サービス局
（ＫＷＳ）、ナクル上下水道公社（ＮＡＷ
ＡＳＳＣＯ）への二国間資金協力や技術
協力の成果を結集し、流域管理の仕組
みへの発展させていく政策的枠組み
の構築

◆日本政府が支援したナクル市役所職
員の能力向上、工場排水の規制強化と
モニタリング能力向上の取組の再強
化

◆下水道と腐敗槽、エコサントイレなど
のオンサイト衛生施設などの政策的
枠組みの構築

◆キスム市域およびニャンザ湾域から
湾内に流入する生活系、産業系、面源
系の汚濁負荷削減政策の再検討およ
び実施
◆ＮＥＭＡによる事業所系排水規制の実
効性の向上
◆部分的に施設改善がなされた下水処
理施設の運転・維持管理および人材育
成の本格的取組
◆湾域の生態系機能回復に向けた長期
政策の立案と実施
◆既存環境政策および施策のすり合せ
と進捗評価の枠組みの確立

現地ＮＧＯの支援によって造られたエコサントイレ
（ラチョンニョ村・ケニア）

現地ＮＧＯの支援で衛生改善活動をする婦人グループ
（ラチョンニョ村・ケニア）
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（２）「参加」および「技術」の柱の課題

　＜ナクル湖の場合（表３－３、表３－４）＞

　ナクル湖において特徴的なのは、湖沼流域管理の基礎となる湖沼水質改善に関する「参加」と「技

術」の柱をめぐる歴史的経緯と今後の展望である。ナクル湖に関する本格的な湖沼環境保全の取組は、

我が国による上・下水道施設の建設・改善の資金・技術協力を始めとする一連の事業で、１９８０年代初

頭に開始されその後断続的に続いてきた。２００５年から２００９年にかけては、湖沼環境改善に携わる専門

家の本格的な人材育成事業として、また湖に流入する河川流域管理に向けた関係機関連携のためのガ

バナンス強化を志向する事業として「ナクル地域における環境管理能力向上プロジェクト（ＮＥＭＰ）」

が実施された。

　この間、２００８年の大統領選挙を契機にナクルおよびナイバシャなどのリフトバレー地域で部族間暴

動が発生、多数が死傷するなどプロジェクトの一時中断も余儀なくされ、一時は我が国をはじめとす

る二国間支援などを通して活発に推進された市民参加や機関間・地域間の連携も停滞した。その後、

事態の鎮静化を待ちプロジェクトが再開され成功裏に終結し、市域の地域開発および環境保全のイン

フラ整備は総じてケニアの他の地域とは比較にならないほど充実したものになったとされている。

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの構築に向けた準備が進行する中、ナクル湖は２０１１年に「グレー

ト・リフト・バレーのケニア湖水システム」としてボゴリア湖・エレメンテータ湖とともに世界遺産

に指定された。政情が安定した現在、市民参加の推進に以前にも増して積極的に取り組む姿勢が向上

し、これまで比較的限定的だった研究機関の湖沼流域政策支援の枠組みの構築や、集落レベルの生活

環境・生計の改善と環境保全とを一体化した取組の実施への機運が高まってきた。また、人口増加や

都市化に追いつかない生活系、都市系、産業廃水系汚濁負荷の増大とナクル湖への影響に対応できる

制度的・技術的取組のさらなる推進にあわせ、ンジョロ川などの流入河川流域の水質改善と水源涵養

表３－４　湖沼流域ガバナンスの主要課題＜技術＞

チベロ湖ナクル湖ニャンザ湾

◆機能不全の状態にある二つの主要下
水処理施設の一部復旧に関する技術
的、財政的課題への取組

◆インド・プネ市などと協力したグリー
ンブリッジなどの生態工学的アプ
ローチに関する技術的課題および生
態学的課題の検討の推進

◆市街地および周辺域からの生活系、都
市系、産業廃水系の負荷削減技術の推
進にあわせ、ンジョロ川他の流入河川
流域の水質改善、水源涵養強化及び生
態系機能回復の技術的課題への取組
の推進

◆下水処理場敷地内における処理工程
水の漏水問題の実態把握と解決に向
けた調査・研究の実施及び技術的課題
の精査と改善事業への取組

◆湾域における衛生施設整備（下水道、
エコサントイレなどのオンサイトシ
ステムなど）の遅れや施設の不備に
よって引き起こされる衛生環境の改
善
◆上流域集落の参加による土壌流出対
策、水源涵養対策、飲料用浄水確保、
エコサントイレの普及、調理エネル
ギーの自家供給に向けた適正技術の
普及

表３－３　湖沼流域ガバナンスの主要課題＜参加＞

チベロ湖ナクル湖ニャンザ湾

◆依然として不透明さがある政治経済
情勢の下で、流域管理に不可欠な市民
参加を推進する枠組みづくり

◆可能な限り、流域政策を支援するＮＧＯ
活動推進の位置づけ

◆政情が安定した現在、市民参加の推進
に以前に増して積極的に取り組む姿
勢の向上

◆これまで比較的限定的だった研究機
関の流域政策支援の枠組みの構築

◆集落レベルの生活環境・生計の改善と
環境保全とを一体化した取組を流域
全体に広めていく取組の実施

◆ＮＧＯと政府機関、自治体との連携によ
る主要課題の解決、特に下水道施設改
善に対する地域の自主的取組の推進　
◆既存政策の整合性と統合性を強化す
る継続的なワークショップや相互協
議の実施
◆スラム地域対策、学校教育、環境改善
運動など多様なＮＧＯ活動の横断的な
連携の推進
◆集落レベルの生計改善と環境保全を一
体化した取組の他地域への波及推進
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強化および生態系機能回復の技術的課題への取組の推進、さらには下水処理場敷地内における処理工

程水の漏水問題の実態把握と解決に向けた調査・研究の実施および技術的課題の精査と改善事業への

取組が求められており、ＩＬＢＭプラットフォームが果たし得る役割への期待が高まっている。

（３）「情報」および「財政」の柱の課題

　＜チベロ湖の場合（表３－５、表３－６）＞

　既に概説した通り、チベロ湖は、湖沼流域ガバナンスの６本柱すべてについて大きな課題を抱えて

いる。とくに深刻なのはジンバブエ共和国が長年にわたって政治的・経済的に孤立してきたため国際

的な情報交流の機会から遠ざけられ、また首都圏の生命線をにぎる水システムの一環であるチベロ湖

の管理に財政的手当が不足していることである。

　前者の「情報」の柱の強化は、環境観光省、水資源開発管理省、科学技術開発省などの中央省庁と

ともに、水供給の主務事業を担うハラレ市水道局、事業所の規制行政を掌る環境管理局（ＥＭＡ）、さ

らには国の頭脳とも言えるジンバブエ大学などの高等教育研究機関の働きが鍵をにぎる。ＩＬＢＭプ

ラットフォームプロセスはこれらの機関が協力し、情報の収集・集約、政策決定の場への還元、さら

には湖沼流域における社会的取組の推進への還元に取り組むための重要な礎を提供することになった。

今後、関係機関の連携による湖沼流域情報システムの構築および連携的モニタリングの仕組みづくり

に向けた試行錯誤が期待される。

　一方、破たんしている国家財政があらゆる取組の阻害要因である以上、二国間協力や国際銀行など

の融資に頼らざるを得ない。現在、アフリカ開発銀行、首都圏を中心とする包括的な上・下水道計画

の策定・実施に向けた支援を行い、また我が国もチトゥンギザ市の上・下水道計画および湖沼流域管

理計画立案の支援を開始した。また、世界銀行による国の水制度改革の支援も開始された。こういっ

た取組を成功に導くには、湖沼流域ステークホルダーが実施事業の末端で受け皿を形成することが重

要であり、ＩＬＢＭプラットフォームはその意味で一つの重要な役割を担うことが期待される。

表３－５　湖沼流域ガバナンスの主要課題＜情報＞

表３－６　湖沼流域ガバナンスの主要課題＜財政＞

チベロ湖ナクル湖ニャンザ湾

◆ＥＭＡ、ジンバブエ大学など、関係機
関の連携による湖沼流域情報システ
ムの構築および連携的モニタリング
の仕組みづくり

◆ジンバブエ大学と国の研究機関の協
力および国際連携的なＩＬＢＭプラット
フォームの構築

◆既にＮＥＭＰなどで試みた湖沼流域の
状況を一体的に把握する情報システ
ムや連携的なモニタリングの仕組み
づくり

◆大学研究機関や国の研究機関と協力
し、世界遺産登録に見合った環境改善
を目指す国際連携的なＩＬＢＭプラット
フォームの構築

◆ＫＩＷＡＳＣＯとＮＥＭＡとの連携による
自主的な環境モニタリングと事業者
へのトレーニングの実施
◆マセノ大学、ボンド大学などニャンザ
湾流域の大学やケニア海洋水産研究
所（ＫＭＦＲＩ）、ケニア農業研究所（Ｋ
ＡＲＩ）、ケニア森林研究所（ＫＥＦＲＩ）な
どの国の研究機関と連携した湾流域
情報システムの構築

チベロ湖ナクル湖ニャンザ湾

◆国際金融機関、国連を含む国際援助機
関、二国間技術協力、多国間技術協力
などに一方的に頼る仕組みから、自律
的取組を織り交ぜた仕組みへの転換
に向けた試行錯誤

◆環境保全意識の向上に伴って改善さ
れる生態系サービスの地域還元の仕
組みの検討

◆ナクル湖公園入場料収益の一部を直
接湖沼環境保全活動に生かすなどの
新たな資金メカニズムと実行可能性
の検討

◆環境保全意識の向上に伴って改善さ
れる生態系サービスの長期的な地域
への還元を現実化する取組の検討

◆ナイルパーチ漁業など湖沼資源価値
に依存する事業活動からの税収を直
接湖沼環境保全活動に生かす新たな
資金メカニズムの検討
◆ＯＳＩＥＮＡＬＡを中心とするＮＧＯの環境
保全、衛生環境改善、生態系機能回復
に向けた取組の持続可能な資金メカ
ニズムの確立
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１－４　３湖沼におけるＩＬＢＭプラットフォームプロセスの進捗と評価

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスにおけるガバナンスの６本柱の段階的強化を図るに当たり、その

手順、とくに進捗指標の開発とその指標を利用した進捗評価が重要である。しかし、本プロジェクト

が対象とするアフリカ地域においては、このプロセスのあり方を左右する地域特有のさまざまな課題

が存在するため、進捗評価に触れる前に、まず３湖沼における湖沼流域ガバナンスを左右する要因を

考察する。

（１）湖沼流域ガバナンスを左右する要因

　３湖沼それぞれについて、湖沼流域ガバナンスを左右する要因について、以下の六つの視点で整理

を行った（表４）。

１）湖沼流域管理をリードする機関の存在

２）湖沼流域管理をめぐる計画の存在

３）ＮＧＯの活動が果たしている役割

４）湖沼流域管理の下水道システムへの依存度

５）ＩＬＢＭを推進する財政的仕組み構築の可能性

６）湖沼流域管理計画策定に不可欠な基本情報の存在

　まずＩＬＢＭプラットフォームのような湖沼流域の仕組みづくりを左右する要因として、上記の１）

から４）について考察する。

１）「湖沼流域管理をリードする機関の存在」については、３湖沼流域いずれについてもその目的を

端的に達成する機関は存在しないが、すでに機関連携の調整機能を発揮しつつＩＬＢＭプラット

フォームプロセスを推進しているのはナクル湖である。

２）「湖沼流域管理をめぐる計画の存在」については、いずれも二国間技術協力や国際資金メカニズ

ムの支援が紆余曲折しつつ展望が切り開けつつある。３湖沼とも歴史的に我が国の技術協力と

の関係が存在する。

３）「ＮＧＯの活動が果たしている役割」については、ニャンザ湾やナクル湖における欧米の資金協

力の下で活発に活動するＮＧＯの存在は大きい。チベロ湖の場合は現地ＮＧＯの一つが国際支援

を得て活動しているが、湖沼流域全体への波及効果は限定的である。

４）「湖沼流域管理の下水道システムへの依存度」については、いずれの湖沼も非常に大きいが、

ニャンザ湾およびチベロ湖はシステム自体が十分な機能を発揮できておらず、従来のシステム

の回復あるいは抜本的な改善が求められる。ナクル湖はシステムの機能拡充と改善が求められ

ているが、それを超える勢いで拡大する都市化・工業化問題への抜本的な対策が必要である。

　次に、ＩＬＢＭプラットフォームの今後の活動展開に影響を与える要因として５）および６）の二点

について考察する。

５）「ＩＬＢＭを推進する財政的仕組み構築の可能性」については、３湖沼流域それぞれが既に独自の

可能性を追求しつつある。例えば、ニャンザ湾ではＯＳＩＥＮＡＬＡがＩＬＢＭ活動の一環として実施

しているエコサンプロジェクトや植林プロジェクトを試行中であり、また、チベロ湖は政府が

湖沼流域管理関連の二国間協力や国際資金メカニズムの活用を模索している。ナクル湖の場合

もＩＬＢＭプラットフォームプロセスへの関心は高いため、いずれ展望が開けてくるものと思わ

れる。

６）「湖沼流域管理計画策定に不可欠な基本情報の存在」については、いずれの３湖沼流域において
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も一定のレベルで情報が存在するものの、政策への反映には課題が大きい。とくに、歴史的に

二国間協力や国際機関協力を通した一時的な情報収集や情報集約に依存してきたため、地域の

学術研究機関が長期的な研究活動に基づく情報発信や、行政機関による地域と連携した情報収

集や地域との情報共有は非常に限られている。今後、地域の学術研究機関の能力向上や、彼ら

の取組が生み出す情報と行政機関が保持する行政情報の補完的な活用を可能とする取組が望

まれる。

表４　３湖沼流域をめぐる自然条件および社会状況の基礎情報の比較

湖沼流域ガバナンスを左右する主な要因

チベロ湖ナクル湖ニャンザ湾（ビクトリア湖）

ハラレ市上下水道局が存在する
が、上・下水道施設の機能不全な
どのため実質的にリーダーシッ
プを発揮しているとは言い難い。
研究情報の集約や情報発信はジ
ンバブエ大学が担ってきた。

ＪＩＣＡの支援を受け、施設整備お
よび能力向上の取組を推進して
きたナクル市環境局が中心的な
役割を担っており、ＫＷＳなどさ
まざまな機関が協力関係を保っ
ている。

キスム市にはＬＶＢＣ本部が立地
しているが、現時点で湾域に特定
した役割は無い。キスム市の上・
下水道を管理するＫＩＷＡＳＣＯは
存在するが湾域全体への役割は
極めて薄い。

１）湖沼流域管理
をリードする
機関の存在

流域管理計画は存在しない。多く
の下水道整備計画は政治・経済情
勢の悪化で施設が機能不全に
陥った。現在、チトゥンギザ市域
の総合保全整備計画の策定が日
本政府によって実施されようと
している。

総合的な流域管理計画は存在し
ないが、日本政府支援の上・下水
道分野の技術協力やフランス政
府による廃棄物処理技術協力、ア
メリカ政府によるンジョロ川流
域管理研究支援、ＫＷＳのナクル
湖国立公園保全など個別計画の
策定と実施があった。

１９８０年代後半に日本政府が支援
したキスム市下水道整備基本計
画策定事業以降、総合的な計画は
存在しない。植民地時代に英国政
府が建設した下水道施設の改善
が限定的に実施されている。

２）湖沼流域管理
をめぐる計画
の存在

旧英領入植者を中心とする小規
模なＮＧＯが存在し、一定の影響
力を発揮している。政治体制上の
課題もあってＮＧＯの活動は低調
である。

中小の組織が数多く存在してい
る。湖沼流域管理分野では、
Ｆｌａｍｉｎｇｏ　Ｎｅｔという組織が力を
発揮しているが、その背景に主催
者の長い経験と広いネットワー
クが存在する。

　中小の組織が数多く存在する
が、その能力、資金力、多様な取
組とその高い質という意味で
中心的な役割をしているのは
ＯＳＩＥＮＡＬＡだけである。

３）ＮＧＯの活動
が果たしてい
る役割

下水道システムへの依存度は本
来極めて大きいはずであるが、政
治・経済の停滞で日本政府支援の
施設を含め、長い間崩壊状態で
あった。改善に向けた取組が開始
されつつある。

日本政府の支援で市の中心部に
おける環境インフラと湖沼水質
改善の目的で下水道施設が整備
されてきた。施設の拡張と機能改
善が求められている。

湾内の浄化機能に依存しており、
極めて限定的である。湾の水質悪
化が顕著になって久しく、本格的
な施設機能の改善が求められて
いる。

４）湖沼流域管理
の下水道シス
テムへの依存
度

アフリカ開発銀行や数少ない国
際機関と二国間援助機関に依存
しているため、資金確保の可能性
は低いが、限られた財源で取り組
もうとする姿勢がある。現在、ジ
ンバブエ政府機関と日本政府関
係者の間でこの取組への支援の
可能性が模索されている。

ナクル市環境局およびＦｌａｍｉｎｇｏ
　ＮｅｔというＮＧＯが中心的な役割
をしているが、ＩＬＢＭプラット
フォームプロセスの初期の取組が
一定の成果を生み出せば、ＫＷＳ、
ナクル市、ＮＡＷＡＳＳＣＯ、企業
体などの資金協力の展望が開け
てくる。

ＯＳＩＥＮＡＬＡの資金源となって
いる国外の援助機関の支援を
期待しているものの、キスム市、
ＫＩＷＡＳＣＯ、キスムに立地する企
業などとの協力なしでは困難で
ある。ビクトリア湖全域について
はＬＶＢＣを通した取組への期待
が存在する。

５）ＩＬＢＭを推進
する財政的仕
組み構築の可
能性

ジンバブエ大学におけるチベロ
湖と流入河川に関する調査研究
情報の他はほとんど存在しない。

ナクル湖およびナクル市域に関
する情報は充実している。ンジョ
ロ川流域をめぐる調査研究がア
メリカ合衆国の支援でエガート
ン大学を中心として実施された
が不十分のまま終わっている。

個別セクター情報は比較的多く、
国の研究機関、とくにケニア海洋
水産研究所（ＫＭＦＲＩ）などによる
研究実績は比較的充実している
が、政策への反映は極めて限定的
である。

６）湖沼流域管理
計画策定に不
可欠な基本情
報の存在
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　湖沼流域ガバナンスを左右するものとしては、さらに１－１で触れた３湖沼の地勢的特性も大きな

要因となる。とくに重要なのは、その流域面積の大きさとそこで活動するステークホルダーがＩＬＢＭ

プラットフォームの活動に容易に参加できるか否かが鍵を握る。

　例えば、既に図１１に示したように、３湖沼の中で最も大きな流域面積を持つのがビクトリア湖のニャン

ザ湾であり、逆に比較的小さな流域面積を持つのがナクル湖とチベロ湖である。ニャンザ湾への影響は

ニャンド川などの主要３河川流域が与える比重が大きいため、この３河川流域における人為活動を長期

的にどのようにＩＬＢＭプラットフォームに反映すべきかが重要となる。なぜならば、この３河川流域の下

流部には人口が密集する都市環境が広がり、またその周辺には穀倉地域と牧畜地域が広がる。さらに、河

川上流部にはプランテーション農業とともに無数の小規模農地と小規模牧畜地帯がモザイク状に広がっ

ている。これらはいずれも、それぞれ特徴をもったＩＬＢＭプラットフォームの活動が求められるが、キスム

市街地は別としても、その周辺域から河川流域最上流部に至る地域のステークホルダーの多くは経済的

にひっ迫しているため、通信手段も交通手段も限られている。その中で、例えばＩＬＢＭプラットフォームの

構築のための会合への参加を自身の財政的負担を前提にすることは難しい。他方、ナクル湖やチベロ湖

の場合は湖沼流域の空間的な広がりによる制約はニャンザ湾に比較すればそれほど大きくない。

　いずれの場合もＩＬＢＭプラットフォームの構築の中心となるのは湖沼流域の中でも都市部（ナクル

市域、ハラレ市域）およびその周辺部で、ステークホルダーの参加にかかる交通費や通信費の発生は

限定的である。なお、当然ながらＩＬＢＭプラットフォームプロセスの推進に伴って発生する時間コス

トや諸経費の負担が可能な所属母体を持つステークホルダーのグループとそうでないグループが混在

する。

（２）３湖沼流域におけるプラットフォームプロセスの展開（下水道システムを事例として）

　既に第１章２－６で述べたとおり、ＩＬＢＭプラットフォームプロセスは一般的に図１３に示す四つの

期間区分、すなわち、第Ⅰ期（ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの立ち上げ以前）、第Ⅱ期（立ち上げ

期）、第Ⅲ期（試行錯誤期）、第Ⅳ期（長期的継続期）を経て展開すると表現できる。進捗評価が初め

て必要となるのは第Ⅱ期の後半からⅢ期の初頭にかけての時期であるため、現在進行中のＩＬＢＭプ

ラットフォームプロセスの取組が、この四つの期間区分のどこに位置するのか、進捗状況と進捗評価

の課題は何か、また今後どの段階でどのような展開を見せる可能性があるのかについて考察すること

はプロセスの自律的発展を試行する上で重要である。

　図１３は、３湖沼流域のうち、ナクル湖のみが湖沼流域ガバナンスの６本柱の強化に向けて一歩先ん

じていることを示しているが、その背景にある第Ⅰ期、第Ⅱ期の状況を、下水道システムを例に考察

してみると、施設の稼働が一定の水準で推移しつつあるナクル湖流域の場合が比較的順調に第Ⅲ期活

動に推移していったことは理解できる。以下、それぞれにおける事態の推移を比較する形で紹介する。

＜ニャンザ湾流域の場合＞

　湾域の都市環境インフラの更新は従来から断続的に行われ、キスム市域を対象として策定されたマ

スタープランも日の目を見ることはなかった。また、小規模オンサイト衛生施設建設も個別的・断片

的で、湾流域の一体的な取組に発展するようなものは見られなかった。ＯＳＩＥＮＡＬＡなどが中心となり、

事業者向けの水質環境のモニタリングや産業廃水対策のトレーニングコースの実施など排出源対策に

向けた取組が徐々に推進されるようになった（第Ⅰ期）。
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　一方、２００５年頃を契機にフランス政府が上下水道の施設改善事業の支援を開始し、それまでほとん

ど機能不全であった施設の一部の機能回復が図られたが、排出源対策や河川・湖沼の水質環境モニタ

リングなどを含む規制行政は依然として脆弱なままであり、前述の、活動を支援する財源調達がネッ

クとなるなどしてＩＬＢＭプラットフォームの活動は停滞気味のまま推移している（第Ⅱ期）。

＜ナクル湖流域の場合＞　

　１９８０年代から断続的に続いている我が国の技術協力プロジェクトによってナクル市中心部の生活排

水、都市排水は処理工程を経て湖に放流されてきた。施設容量の拡充および施設機能の改善に向けた

検討が行われているが、本格的な実施に至っていなかった（第Ⅰ期）。

　一方、ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの立ち上げとほぼ時期を一緒にする形で、２０１１年に「グレー

ト・リフト・バレーのケニア湖水システム」として、ボゴリア湖、エレメンテータ湖とともに世界遺

産に指定されたため、この地域の下水道施設対策の推進に大きな関心が寄せられるようになった（第

Ⅱ期）。

　さらに、湖沼流域ガバナンスの６本柱の強化およびその進捗指標の開発に向けた取組は、上記の下

水道整備区域の拡大と施設機能の改善に対する関心の高まりに呼応する形で進行し始めた（第Ⅲ期）。

＜チベロ湖流域の場合＞

　政治・経済情勢の悪化により、２０００年頃以降ほぼすべての下水道施設が機能不全に陥り、チベロ湖

および流入河川の環境は一気に悪化、２００７年には大規模なコレラの発生があるなど危機的な状況が展

開した。その状況は本質的にその後も変わらなかった（第Ⅰ期）。

　ところが、２０１０年の通貨改革などの緊急対策も手伝って経済情勢が若干改善し、それと呼応する形

で上記の危機的な状況を打開すべく国際的な支援への関心が高まった。現在、二国間協力や国際機関

の支援によって一部の施設が稼働し始めたが、抜本的な施設改善はもとより湖沼流域環境対策に向け

た仕組みづくりはこのＩＬＢＭを契機とするもの以外は見当たらない。我が国の技術協力でチトゥンギ

ザ市の上・下水道の改善と湖

沼流域保全の技術協力事業が

開始され、同時にＩＬＢＭプ

ラットフォームプロセスが機

能することによって、持続可

能な湖沼流域管理に向けた条

件が整えられつつあるが、本

格的な展開にまでは至ってい

ない（第Ⅱ期）。

　なお、いずれの事例湖沼に

おいても第Ⅲ期から第Ⅳ期に

かけての展望はいまだ定かで

はないが、今後数年から十年

を目途に徐々に明らかになっ

てくるものと思われる。 図１３　３湖沼流域の「現在」の相対的時間軸位置
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（３）３湖沼におけるＩＬＢＭプラットフォームプロセスの進捗指標と評価

　３湖沼におけるＩＬＢＭプラットフォームプロセスは、（１）湖沼流域ガバナンスを左右する要因およ

び（２）３湖沼流域におけるプラットフォームプロセスの展開で述べたさまざまな要因に左右されつつ

異なった進捗状況を呈している。最も順調に進捗しているのはナクル湖の事例であり、ガバナンスの

６本柱に注目しつつ、主要ステークホルダーのグループが抱える１５ほどの課題分野に対応して、短期

（半年から１年程の間）および中期（今後３年程の間）について評価項目を設定し、それぞれに対する

指標を提案し（参考資料６）、現在、これらの評価項目と評価指標がＩＬＢＭプラットフォームプロセス

を推進していく上で十分なものであるかを検証する作業を開始している。

　一方、ニャンザ湾では、既に長年にわたってＩＬＢＭの概念と相通じる活動方針を掲げてその事業を

推進しているＯＳＩＥＮＡＬＡが中心となり、エコサントイレの普及、ニャンド川流域の植林プロジェクト、

ビクトリア湖漁村環境改善事業、中小事業所の排水処理技術・管理の研修プログラムの実施など、既

にこれまで実績を上げてきた活動を核とし、湾域内にある大学などの教育機関の支援を得て第Ⅱ期か

ら第Ⅲ期への移行を目指している。

　チベロ湖の場合は、ハラレ市・チトゥンギザ市における上・下水道の施設改善事業とハラレ市域の

湿地保全回復事業を主要課題としてＩＬＢＭプラットフォームを立ち上げ、前者についてはハラレ市上

下水道局がジンバブエ大学と連携して節水タスクフォースを核に、また、後者については不法占拠に

よる湿地機能の喪失を防止するための普及啓発事業とロビー活動を中心として第Ⅲ期への移行を目指

している。また、ジンバブエ大学は本格的なＩＬＢＭ活動推進の取組のため、ジンバブエ政府および日

本政府からの側面的な支援を得る協議に入った。第Ⅱ期後半ないし第Ⅲ期前半にあるこれらの取組は、

経年的な側面支援を必要とするものの、今後５年ほどで自律的な第Ⅲ期の成熟段階に到達することが

期待される。

　以上のように、３湖沼のＩＬＢＭプラットフォームプロセスはいまだ緒についたばかりであり、進捗

評価の枠組みや評価指標の特定あるいは開発についても課題が存在する。例えば、参考資料６に掲載

したナクル湖の場合も、１章２－５ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの進捗評価と指標に提示した枠

組みを活用して取り組んだものの、実際にでき上がった進捗評価の課題と指標はいまだ不十分なまま

であり、今後徐々に有効なものに改訂されていくものと思われる。

　例えば、Ｂｏｘ９に示すように、主要課題分野は、１）都市環境改善対策課題、２）湖沼流域環境対

策課題、３）相互に関連する課題、４）共通課題のように分類されるが、１）の課題の多くは現行の

環境政策の枠組みの強化であり、自治体の通常の行政施策課題とその進捗評価指標が反映されている。

実際にＩＬＢＭとして重要なのは２）、３）および４）の課題とその評価であり、ＩＬＢＭプラットフォー

ムのメンバーの斬新な発想と工夫が必要となる。また、アフリカ以外の世界各地においてＩＬＢＭプラッ

トフォームの活動をしている組織との交流や、それらの組織の試行錯誤した経験を集約した情報を活

用することが重要となる。さらに、６本柱の強化への取組が比較的早期に可能なものと、時間をかけ

て行わなければできないものの区別や、柱相互の依存関係を反映した評価なども今後重要になってく

る。

　上記の取組を推進する上で重要な役割を果たすＩＬＢＭプラットフォームプロセスのメンバー構成と

その運営について、多くの示唆的な考察の中で主要なものを以下に示す。
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＜ＩＬＢＭプラットフォームのメンバー構成＞

　ワークショップ段階のコアメンバーを中心として徐々に数が増加していくケースが多い。とくに重要な

のは、湖沼流域のアジェンダを左右する主要な組織が構成員となっていることであるが、初期段階にお

いて主要行政機関が抜けていたり、多数のＮＧＯ団体の中から一部の団体のみが構成員となっていたり

など、メンバー構成にバランスが欠けてしまうことはよくあることである。

＜ＩＬＢＭプラットフォームのメンバー間の対立＞

　ＩＬＢＭプラットフォームの目的が特定の資源価値の追求ではなく、湖沼流域ガバナンスの向上である

ことから、ＩＬＢＭプラットフォームのメンバーへの加入を排他的にするメリットはあまりない。原則的な方

針として、すべての情報が公開され、自由にメンバーへの加入ができるのであれば、ＩＬＢＭプラット

フォームが利害対立のもととなって争いが起こることはほとんどない。

＜ＩＬＢＭプラットフォームの運営とその経費＞

　ＩＬＢＭプラットフォームが継続的に一定の機能を果たすためには事務局機能の分担や情報収集作業

の遂行、ワークショップの実施、さらには共同調査やＩＬＢＭプラットフォームのプロジェクト遂行な

どの課題に対応する必要があり、時間的・財政的な負担が発生する。参加メンバーにとって、湖沼流

域ガバナンスの向上が長期的にもたらすメリットの享受と比較して、ＩＬＢＭプラットフォームの運営

に関わる負担が大きすぎるとＩＬＢＭプラットフォームは衰退する。しかし、湖沼流域のステークホル

ダーは、個別ガバナンスの課題を個々が独自に解決することはほとんど不可能であることもまた身に

染みているため、多少の紆余曲折はあっても側面的支援があればＩＬＢＭプラットフォームは残り、徐々

にその力を発揮しだす。
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進捗評価カテゴリー主要課題分野

大気汚染、水質汚濁、騒音苦情件数、景観評価などの
管理

都市環境汚染
１）都市環境
改善対策
課題

小経口パイプのつまり・漏水防止下水・雨水の排水メンテナンス

工場からの未処理排水の規制産業汚染

低所得者地域の衛生改善、不十分な廃棄物処理の向上都市周辺地域の衛生

湖沼汚染件数の削減、観光客に目障りな箇所の削減、
フラミンゴなどの鳥類や野生生物の健康リスクの削減

廃棄物管理

環境法令の施行効率の向上法律等の施行

湖への土砂流入事象件数の削減ナクル湖と流入河川の土砂堆積２）湖沼流域
環境対策
課題 フラミンゴや野生生物の生息地の消失緩和、観光客の

減少緩和、道路アクセス状況悪化の緩和
洪水緩和

再植林、植林地域での次の活動、貧困削減プロジェク
ト、貧困軽減、気候変動への適応

森林伐採、流域侵食、水不足、生物多様性の減
少、貧困、食糧確保不安、エネルギー不足など
の相互連関問題

３）相互に関
連する課
題

資源利用の利害衝突、人と野生生物との対立、財政、
貧困、政策での衝突

４）共通課題

Ｂｏｘ９．ナクル湖ＩＬＢＭプラットフォームが特定した主要課題分野と進捗評価カテゴリー　　　　　　　　
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２．アフリカにおけるＩＬＢＭプラットフォームプロセスの構築をめぐる課題と展望

２－１　アフリカ特有の課題に臨むＩＬＢＭプラットフォームプロセスについて

　既述したように、湖沼流域における持続可能な資源の利用と保全は、先進国、途上国を問わずその

取組が極めて難しい問題である。それでも先進国の中には、悪化した湖沼環境の改善のために、必要

な財源を社会全体から広く薄く調達する、新しい技術の開発や導入に取り組む、湖沼流域の汚濁源に

対する規制を強化する、必要な人材を育成する、情報の収集・集約・利用システムを構築するなど、

財政的・技術的・制度的仕組みをつくり上げ、長期的に一定の成果を上げる事例が増えつつある。中

には保全を開発に優先させることに社会的な合意ができあがり、湖沼環境資源の利用を極力抑えて次

世代へ継承しようとする事例も少なくない。

　こういった先進国モデルを発展途上国でも普及させようとするＯＤＡ事業などが行われているが、湖

沼環境が持つ資源供給サービスを過度に追及したり、調整的サービスの急速な劣化に目をつぶって湖

岸環境を開発に利用したりするなど、短期的利益の追及に対する圧力が依然として強い途上国の場合、

長期的な展望を持つ仕組みづくりには至らないケースがほとんどである。さらに、たとえ二国間協力

や多国間協力によって一定の成果をあげることができても、人的・財政的資源をプロジェクト終了後

も継続させることが困難であれば成果も限られたものになってしまう。

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスは、以上のような厳しい状況の中にある途上国においても、多く

のステークホルダーが協力して湖沼流域ガバナンスの向上を目指すことで、段階的かつ長期的に、湖

沼流域資源の持続可能な利用と保全の方向に舵を切ることが可能である（むしろ、これしか方法は無

い）という考え方に基づいている。既に取り組んできた途上国での事例は、湖沼流域管理が克服しな

ければならない多くの課題を浮き彫りにしつつも、このアプローチが今後、さまざまな形で発展して

いく可能性を持っていることを示唆しており、これは、アフリカにおける３湖沼の場合も例外ではな

い。

　Ｂｏｘ１０においてＩＬＢＭプラットフォームプロセスが十分機能する上で重要な規定要因、すなわち、

　（１）湖沼流域のステークホルダー全員によるメリットの理解と取組への意欲

　（２）ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの構築と継続を推進する仕組みづくりとその支援

　（３）情報の集約や共有に不可欠な取組

について要約した。この中で、１）自然科学的知見や社会科学的考察に関する情報の集約、および２）

情報の集約や共有のための財源と支援体制の整備については、アフリカ諸国の場合、他の途上国の場

合にもまして今後の側面支援が不可欠な部分である。
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Ｂｏｘ１０．ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの構築と継続・継承を規定する要因　　　　　　　　

（１）湖沼流域のステークホルダー全員によるメリットの理解と取組への意欲

ê「湖沼流域資源の持続可能な利用と保全には、すべてのステークホルダーが利害の対立を越えて共同オー

ナーシップを形成する必要がある」という思いの醸成と共有を行う。

　ê「それぞれの努力の積み重ねで湖沼流域ガバナンス全体を向上させることは必要かつ可能であり、結果的

にそれが個々のステークホルダーの利益にかなう」という思いの醸成と共有を行う。

（２）ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの構築と継続を推進する仕組みづくりとその支援

ê小流域（地域）レベル：地理的な広がりが限られた中で地域社会のルールが歴史的に形成されてきた経緯

もあって、利害の対立を越えた共同オーナーシップやガバナンスの向上に対する必要性およびそのメリッ

トに対する理解は浸透しやすい。一般的に仕組みづくりの必要性に対する認識は容易に深まる。

ê大流域（地方）レベル：地理的な広がりが大きくなるにつれ、湖沼流域全体としての持続可能な資源の利

用と保全の必要性に対する意識や関心が薄れてしまうため、上下流の相互依存関係など湖沼流域をめぐる

さまざまな情報を生み出したり共有したりする仕組みを全域的につくり上げていくことが重要である。一

般的にこういった全流域的な仕組みづくりの必要性に対する認識が深まるには多くの時間がかかる。

ê国レベル：小流域レベルはもちろん、大流域レベルでも、その取組はある程度までは独自に進展していく

可能性を秘めているが、それらを支援する国レベルの制度的枠組みが存在すれば、流域レベル相互間の連

携を加速させることができる。当面は水資源セクターや森林・環境セクター等による独自のイニシアティ

ブの発揮に期待するにしても、長期的には産業セクター間の利害の競合や省庁間の権限の競合などを調整

できる高いレベルでの取組が求められる。

ê国際レベル：国ごとの制度的な枠組みの構築を促進するためには、国際レベルでこのアプローチを推進・

支援していく必要がある。その取組は、国際越境湖沼をめぐるＧＥＦ（地球環境ファシリティ）の枠組み、

二国間・多国間環境協力の枠組み、地域共同体レベル（例えば東アフリカ地溝帯湖沼群、南アジアヒマラ

ヤ高地湖沼群など）や大陸レベル（例えば水をめぐるアフリカ水担当大臣会議（ＡＭＣＯＷ）や日本政府が

主催するアフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤ）など）を通しての枠組みなどが考えられる。

（３）情報の集約や共有に不可欠な取組

　１）自然科学的知見や社会科学的考察に関する情報の集約

　湖沼概要書の作成、ガバナンス情報の集約・利用、進捗評価指標の作成や利用などの取組には自然科学

的知見の反映や社会科学的考察を客観的・論理的に行う必要がある。そのため、そういった能力や経験と

思考の明晰性をもった人材を有するＮＧＯや学術・研究機関のサポートを得ることが望ましい。しかし、そ

ういった組織や機関に過度に依存してしまうと、ＩＬＢＭプラットフォームとしての自律性が失われてしま

う危惧がある。それぞれの湖沼にふさわしい仕組みが徐々にでき上がっていくことが重要である。

　２）情報の集約や共有のための財源と支援体制の整備

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスそのものが湖沼流域管理計画の策定や事業の実施主体となるケースは

ほとんど存在しないため、プロセスを機能させていくために必要な財政的負担はそれほど大きくない。し

たがって、それぞれのメンバーによる応分の負担や支援を担う組織による最低限の財政負担が望ましい。

また、こういった湖沼流域空間の一体的かつ組織横断的な取組が発展していくためには、長期的には法的

あるいは準法的な位置づけが望ましい。
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２－２　　ＩＬＢＭグローバルプラットフォームの構築に向けて

（１）ＩＬＢＭ活動をグローバルに推進するための教材と資料

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスはＢｏｘ１０で述べたように、流域レベル、国レベル、国際レベルな

ど、さまざまなレベルで多様に展開していくことが期待され、またそういった多様な展開が相互に連

携して活性化していくことが望ましい。そのためには小流域レベルの活動はそれらを含む大流域レベ

ルで核となるＩＬＢＭプラットフォームが、また、大流域レベル同士については国レベルで核となるＩＬＢ

Ｍプラットフォームが、それぞれ情報集約や交流活動の中心的な役割を担うことが重要である。

　もちろん国レベルのＩＬＢＭプラットフォーム同士の協力、ひいては国際レベルでの協力として発展

していくことが期待されるが、そういった段階的仕組みづくりには国際的な合意形成が不可避であり

時間もかかる。そのため、現在、国際湖沼環境委員会（ＩＬＥＣ）は国連環境計画（ＵＮＥＰ）との覚書に

基づき、レベルの差異にとらわれることなく、ＩＬＢＭプラットフォームプロセスの推進に積極的な事

例を広く国際的に共有するＩＬＢＭグローバルプラットフォームの活動を実施している。

　その内容は主として、湖沼流域ごとの湖沼概要書の公開、ワークショップ活動に関するウェブサイ

トの構築、国際専門家会議やワークショップの開催、ＩＬＢＭの研修シラバスの開発と活用、ＩＬＢＭプラッ

トフォームプロセスの基本的な考え方を習得する自己研修モジュールの開発・利用、さらにはＩＬＢＭ

の事例や湖沼流域ガバナンスの６本柱のそれぞれに関する基本情報や方法論などの情報を一元的に集

約した知識ベースやデータベースの構築に取り組んでいる。

　なお、ＩＬＢＭを個別湖沼の取組に反映するためには、世界のさまざまな湖沼流域のガバナンスにつ

いてとりまとめられてきた情報源にアクセスし、活用していくことが重要である。
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Ｂｏｘ１１．ＩＬＢＭに関する主要な出版物とウェブサイト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

êＩＬＢＭプラットフォームプロセスの詳細を記述した英文出版物としては「Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ｏｆ　ＩＬＢＭ　Ｐｌａｔｆｏｒｍ

　Ｐｒｏｃｅｓｓ：Ｅｖｏｌｖｉｎｇ　Ｇｕｉｄｅｌｉｎｅｓ　ｔｈｒｏｕｇｈ　Ｐａｒｔｉｃｉｐａｔｏｒｙ　Ｉｍｐｒｏｖｅｍｅｎｔ」（ＲＣＳＥ，

Ｓｈｉｇａ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　ａｎｄ　ＩＬＥＣ、２０１１）がある。流域という概念、ガバナンスという概念、また湖沼流域

ガバナンスの６本柱について包括的に取りまとめたものとしては「Ｍａｎａｇｉｎｇ　Ｌａｋｅｓ　ａｎｄ　ｔｈｅｉｒ　Ｂａｓｉｎｓ

　ｆｏｒ　Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ　Ｕｓｅ：　Ａ　Ｒｅｐｏｒｔ　ｆｏｒ　Ｌａｋｅ　Ｂａｓｉｎ　Ｍａｎａｇｅｒｓ　ａｎｄ　Ｓｔａｋｅｈｏｌｄｅｒｓ」（ＩＬＥＣ、

２００５）および、その日本語訳「持続的資源利用のための湖沼とその流域の管理－湖沼流域管理者と利害関係

者のための報告書」（ＩＬＥＣ、２０１２）がある。

ê世界の湖沼流域管理の取組にＩＬＢＭの考え方を生かす啓蒙を目的とする日本語の出版物としては「統合的湖沼

流域管理：手引書」（ＩＬＥＣ、２００７）があり、またこの報告書の各章の概要をパワーポイント形式およびテキ

スト形式でとりまとめたものとして「ＩＬＢＭの研修教材（ＩＬＢＭ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ）」（ｈｔｔｐ：//ｗｌｄｂ．ｉｌｅｃ．

ｏｒ．ｊｐ/ＩＬＢＭＴｒａｉｎｉｎｇＭａｔｅｒｉａｌｓ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ）がある。なお、２００５年以降に世界の各地で取り組まれてき

たＩＬＢＭ推進活動や研究活動の成果の一部は滋賀大学のウェブサイト（ｈｔｔｐ：//ｒｃｓｅ．ｅｄｕ．ｓｈｉｇａ�ｕ．ａｃ．ｊｐ

/ｇｏ�ｐｒｏ/）からダウンロードすることも可能である。
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図１４　ＩＬＢＭに係る出版物とウェブサイト

①Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ｏｆ　ＩＬＢＭ�
　Ｐｌａｔｆｏｒｍ　Ｐｒｏｃｅｓｓ�
�

④ＩＬＢＭの研修教材ウェブサイト� ⑤滋賀大学のウェブサイト�

②Ｍａｎａｇｉｎｇ　Ｌａｋｅｓ　ａｎｄ　ｔｈｅｉｒ�
　Ｂａｓｉｎｓ　ｆｏｒ　Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ　Ｕｓｅ�

③統合的湖沼流域管理：手引書�

（２）ＩＬＢＭ情報の集約と知識ベースシステム（ＬＡＫＥＳ）の開発

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスが進むにつれ、さまざまな疑問に答えたり試行錯誤のヒントを得

たりするニーズはどんどん高くなる。すなわち、湖沼流域ガバナンスの６本柱それぞれに関する、既

に存在する、あるいは今後生み出される広範な経験や知識を反映することでより内容の濃い、効果的

なものとしてガバナンスを向上させることができる。

　そのためには、世界各国のＩＬＢＭの事例はもとより、ＩＬＢＭの事例以外の湖沼流域、さらには河川流

域、地下水域、海洋沿岸域など湖沼以外の水域をめぐる持続可能な資源利用と保全の取組の過程で生

み出されてきた幅広い経験や知識、そして自然科学、社会・政策科学、人文科学などの分野の一般学

術的知見や専門的学術文献や書籍類を重要な情報源とする取組が望まれる。

　しかし、限られた専門家がすべてを把握してＩＬＢＭプラットフォームの活動に適切に反映すること

は不可能であり、逆に専門家に依存し過ぎてしまうと、湖沼流域の現場における試行錯誤を妨げてし

まう危惧がある。またＩＬＢＭを推進する湖沼流域の住民やＮＧＯ、自治体にとってはそういった情報や

知識を実際の取組の現場に反映するには時間的・労力的な負担が大きすぎるというのが現実である。

　したがって、ＩＬＢＭ活動を推進する上で重要な情報源となるテキスト情報や画像情報（図表や地図・

ＧＩＳ情報など）を一元的に集約した知識ベースを構築し、必要に応じてウェブネットワークなどを通

して容易にアクセスできるようなシステムの開発と実用化が不可欠である。その目的のため、滋賀大

学環境総合研究センター（ＲＣＳＥ�ＳＵ）はＩＬＥＣと共同で知識ベースシステム（ＬＡＫＥＳ：Ｌｅａｒｎｉｎｇ　

Ａｃｃｅｌｅｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｋｎｏｗｌｅｄｇｅ　Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）を開発し、限定的に公開をしている

が、今後幅広い参加の下でこういったシステムを発展させていくことが重要である。
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（３）世界の湖沼情報のデータベース

　ＩＬＢＭを推進する上で不可欠なのが、事例湖沼を含む世界の湖沼流域に関する数値情報や画像情報

を包括的に取り込んだデータベースシステムである。湖沼流域管理を担ったり支援したりする組織は、

それぞれの業務の目的に沿った形でデータベースシステムを開発・運用する必要があるが、多くは組

織内部の利用に限られた小規模のものである。多様なニーズを満たすことを目的とし、グローバルな

情報を収集・集約し、定期的に更新して恒常的に内容の充実を図りつつ広く外部に公開しようとする

取組には経費や労力がかかりすぎるため、一時的な活動が終わった後は形骸化してしまうことが多い。

　以下は湖沼流域管理への活用を目的としたデータベースシステムだが、いずれも上記の課題を克服

するには至っていない。

【ＩＬＥＣ世界湖沼データベース１（湖沼数２１７）】

　１９８０年代後半に、当時の滋賀県琵琶湖研究所（現・滋賀県琵琶湖環境科学研究センター）が設立間

もないＩＬＥＣを支援する形で、ＵＮＥＰの協力を得るなどして世界の主要湖沼からデータを収集し、デー

タブックとして発刊したものをベースとしている。データブックはその後リレーショナル・データ形

式で整理され、ＩＬＥＣのウェブサイトにて世界湖沼データベースとして公開されている。基本情報が網

羅的に整理されており、またデータの更新ではなく新たなデータセットの追加を容易にする工夫がさ

れているため、今後、参加・貢献型のデータベースとして改変されていく可能性をもっている。

【地球環境監視システム２　（ＧＥＭＳ：Ｇｌｏｂａｌ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ　Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍｓ）】

カナダ陸水センター（ＣＣＩＷ）がＵＮＥＰに協力する形で、世界各地のフォーカルポイントから定期的

にデータを入手し、一定の手順でデータの信頼性の確認（Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）に力を入れるなど、質

の高いデータの集約を使命として活動してきた。一部のパラメーターについて選択的に長期的トレン

ド分析が行われるなど多くの成果を上げてきたが、湖沼流域管理政策に直接的に有効性を発揮する必

要があるとされ、今後の継続について議論が起こっている。

【Ｈｙｄｒｏｌａｒｅ３（ロシア科学アカデミー・湖沼研究所）】

　自然科学的な知見の集約に力を入れた研究者向けのグローバルデータベースであり、世界気象機関

（ＷＭＯ）などが側面からサポートしてきた。とくに気候変動による湖沼への影響に関する自然科学的

データの一元的集約を目指したと思われるが、湖沼流域ガバナンスに不可欠な組織・体制・政策・参

加などに係る実態把握や解析などに関する情報量は限られており、またデータを提供する研究機関へ

の働きかけが課題と言われている。

【各国の湖沼環境データベース】

　湖沼水質保全や湖沼流域管理に関し、国レベルや自治体レベルの政策的枠組みが構築されていくに

つれ、その担当部局は関連する情報を一元的に把握する必要に迫られ、その過程でさまざまなデータ

ベースができ上がってくる。中には研究機関が中心的な役割を果たしてできあがった質の高いものや、

一般の市民などの利活用を意識した教育・啓発目的のもので一般に公開されているものも少なくない。

ＩＬＢＭプラットフォームプロセスが一定のレベルに達し、ガバナンス向上の進捗評価が求められるよ

うな段階になれば、以下の個別湖沼レベルのデータベースへアクセスする必要性も高まってくる。国

レベルでのシステムとしては、例えばイギリス４やノルウェーのものが知られている。

１　ｈｔｔｐ：��ｗｌｄｂ�ｉｌｅｃ�ｏｒ�ｊｐ�
２　ｈｔｔｐ：��ｗｗｗ�ｕｎｅｐ�ｏｒｇ�ｇｅｍｓｗａｔｅｒ�
３　ｈｔｔｐ：��ｎｅｗ�ｉｍｓ�ｆｏｒｔｈ�ｇｒ�ｗａｔｅｒ�？ｑ＝ｅｎ�ｎｏｄｅ�３４６
４　ｈｔｔｐ：��ｗｗｗ�ｕｋｌａｋｅｓ�ｎｅｔ�
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【個別湖沼のデータベース】

　大まかに分類すれば、１）湖沼水質モニタリングを進めている湖沼、２）湖沼水質保全政策を実施

している湖沼、３）湖沼流域資源の利用と保全を合せて包括的な取組を実施している湖沼など、異なっ

たレベルでデータベースの構築が行われている。

　１）の湖沼は、水環境の状態を示すことを目的としており、湖内水質の時間的・空間的変化を示す

データ収集や解析の結果を公表している。モニタリングの精度や結果の活用のレベルはまちまちであ

るが多数のデータベースが存在する。

　２）の湖沼では、１）のレベルのデータに加え、湖水環境の変化を引き起こす原因に迫る情報、す

なわち流入河川モニタリングや点源負荷や面源負荷の湖内への流入をめぐるものなど、多様かつ広範

なデータベースを持っている。

　３）の湖沼では、１）および２）のレベルのデータに加え、事業所排水のモニタリング情報を活用

した調査研究情報を重要な情報源としている。

　ＩＬＢＭプラットフォームプロセスにとって重要なのは生の数値データベースより、そういったデー

タベースから得られる湖沼流域ガバナンスの向上に関する情報である。例えば、我が国では琵琶湖５

や霞ヶ浦６についてそういった取組が行われており、米国の五大湖７でもさまざまな課題ごとの湖沼流

域ガバナンス向上に関わるデータベースが整理され、そのうち例えば堆積物８について公開されている。

図１５　ＩＬＢＭの知識ベース（左）と世界湖沼データベース（右）

５　ｈｔｔｐ：��ｗｗｗ�ｌｂｅｒｉ�ｊｐ�ｒｏｏｔ�ｊｐ�２２ｄｂ�ｂｋｊｈｉｎｄｅｘ�ｈｔｍ
６　ｈｔｔｐ：��ｄｂ�ｃｇｅｒ�ｎｉｅｓ�ｇｏ�ｊｐ�ｇｅｍ�ｍｏｎｉ�ｅ�ｉｎｔｅｒ�ＧＥＭＳ�ｄａｔａｂａｓｅ�ｋａｓｕｍｉ�ｃｏｎｔｅｎｔｓ�ｄａｔａｂａｓｅ�ｄａｔａｉｎｄｅｘ�ｈｔｍｌ
７　ｈｔｔｐ：��ｗｗｗ�ｅｐａ�ｇｏｖ�ｇｌｎｐｏ�ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ�ｄａｔａ_ｐｒｏｊ�ｇｌｅｎｄａ�
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Ｂｏｘ１２．「持続的資源利用のための湖沼とその流域の管理
　　　　－湖沼流域管理者と利害関係者のための報告書」（ＩＬＥＣ、２０１２）の概要　　　　　　

　報告書は三部構成で成り立っており、第Ⅱ部に湖沼流域ガバナンスの６本柱をめぐる世界の主要湖沼におけ
る経験を紹介している。各部の概要は以下の通りである。
　第Ⅰ部では、湖沼流域資源にかかる基本的な理解を進めるため、主要な生物物理学的な様相（第２章）と湖
沼流域管理を困難にしている人間による利用（第３章）といった内容を整理している。世界中の湖沼が直面し
ている価値・利用・問題を幅広く内包している代表例として２８湖沼を挙げ、展開されている典型的な方策を示
すことで、湖沼流域管理の鍵となる内容を記述している。
　第Ⅱ部のガバナンスへの挑戦は、本報告書の中核を形成している。この部の各章には、湖沼流域管理の主な
内容となる「ガバナンスの組織・制度（第４章）」「政策手段（第５章）」「住民参画（第６章）」「技術的対応
（第７章）」「情報（第８章）」「資金（第９章）」に関して得られた教訓が記述されている。第Ⅱ部のさまざまな
主題を個別の章立てとして読むだけでなく、全体的に把握して読むことが最善である。
　第Ⅲ部の総括では、すべての教訓が首尾一貫した形、計画策定（第１０章）、将来に向けて（第１１章）として整
理されている。
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２－３　ＩＬＢＭの取組の普及と情報共有（世界湖沼会議）

　世界湖沼会議は、１９８４年に滋賀県が提唱し開催した「世界の湖沼環境の保全に関する国際会議」を

最初に、おおむね２年ごとに世界各地で開催され、研究者、行政担当官、ＮＧＯ、市民等が集まり、世

界の湖沼および湖沼流域で起こっている多種多様な環境問題やそれらの解決に向けた取組など、湖沼

の科学や環境保全、管理に関する重要なテーマについて、知識や情報、経験を交換・交流するもので、

湖沼の保全と再生をさらに推進させる取組の一つとして、参加国の期待を得て実施される会議である。

　基調講演、政策フォーラム、公開セッション、学生セッション、展示、フィールドトリップ等多彩

なイベントが実施され、活発な議論や意見交換が行われている。会議は２０１１年までに１４回、９カ国で

開催され、我が国では、琵琶湖（大津市）と霞ヶ浦（つくば市、土浦市）において開催された。２００５

年のナイロビにおける第１１回会議以降は、ＩＬＢＭの特別セッションが持たれており、国際機関や各国

からの参加が恒常化している。

表５　これまでの世界湖沼会議について

参加人数
参 加 国

会　議　テ　ー　マ開　　催　　地開催年

２，４１２人
２９カ国

湖沼環境の保全と管理
人と湖の共存の道をさぐる

日本・滋賀県
大津市

１９８４１回

４００人
４２カ国

毒性物質による汚染問題
世界の大湖沼の水質を脅かす重要問題

米国ミシガン州
マキノウ島（ミシガン湖畔）

１９８６２回

２３０人
３１カ国

富栄養化・酸性化・毒性物質汚染・モデリング・
湖沼回復保全アプローチ・関係者の役割などの

湖沼環境問題

ハンガリー
ケストヘイ市（バラトン湖畔）

１９８８３回

４２２人
３１カ国

湖沼の富栄養化
中国

杭州市（西湖畔）
１９９０４回

３５７人
４４カ国

２１世紀に向けた湖沼生態系保全戦略
イタリア

ストレーサ市（マジョレー湖畔）
１９９３５回

８，２０３人
７５カ国

人と湖沼の調和
持続可能な湖沼と貯水池の利用をめざして

日本・茨城県
つくば市、土浦市

１９９５６回

約５００人
３６カ国

次世代のための自然湖沼環境保全
アルゼンチン

サンマルティン・デ・ロス・アンデス市
（ラカール湖畔）

１９９７７回

４８７人
６０カ国

持続可能な湖沼管理
デンマーク

コペンハーゲン市
１９９９８回

３，６１７人
７５カ国

湖沼をめぐる命といとなみへのパートナーシップ
地球淡水資源の保全と回復の実現に向けて

日本・滋賀県
大津市

２００１９回

約７００人
３６カ国

大湖沼への地球規模の脅威
不安定で予測不可能な環境下での管理

米国イリノイ州
シカゴ市

２００３１０回

約７７０人
４７カ国

湖沼流域の持続的管理に向けて
世界の経験とアフリカ大陸の課題

ケニア
ナイロビ

２００５１１回

約６００人
５９カ国

将来に向けての湖沼と湿地の保全
インド

ジャイプール
２００７１２回

約１，５００人
４５カ国

湖沼生態系の復元
世界の挑戦と中国の取組

中国
武漢市

２００９１３回

約５００人
３９カ国

湖沼、河川、地下水、海岸域の「つながり」を考える
米国テキサス州
オースティン市

２０１１１４回
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おわりに

　アフリカ大陸には他の大陸に比較して大湖沼が多く、それらは水資源や漁業資源、水力エネルギー

資源などの多様な資源の供給源として、また多くの固有種を育む生物多様性の源として、さらには集

水域と一体化した水循環による森林涵養や気候緩和など、水システム全体の核としての役割を担って

いる。他方、雨季・乾季ごとに著しく変化する降雨量によって出現・消失を繰り返す溜り水・地下水

システムも、周辺人口の生存・生活を支える貴重な飲料水源として、また食糧調達に不可欠な用水源

として存在している。

　しかし、アフリカの厳しい自然環境と爆発的に増大する人口、急速な都市化と深刻化する産業排水

や廃棄物汚染、無秩序に行われる森林伐採や非持続的な農業活動などの影響で、いずれの静水システ

ムも持続的な利用と保全からは程遠い状況にあり、貧困と闘いつつ細々と生き延びるアフリカの人々

は深刻な静水システムの危機に直面している。もちろん、その背景には不安定な政治情勢や、発展途

上国の中でも極めて厳しい社会経済状況がある。

　本冊子は、そういった状況下にあるアフリカ湖沼での取組を事例に、湖沼流域ガバナンスの強化・

向上を図るＩＬＢＭプラットフォームプロセスの概念の適用をめぐる背景と経緯、今後の展望を示すこ

とを通じて、ＩＬＢＭの基本的な考え方、特徴、効果、そして取り組み方をできる限りわかりやすく整

理し、情報発信していくことを目的に作成した。

　ＩＬＢＭは、湖沼流域のステークホルダー自身が自律的にガバナンス機能を長期的かつ継続的に強化・

向上させることによって、湖沼流域資源の持続可能性を実現することを目指す取組の総体である。そ

して、上記のような状況の改善を支援する二国間あるいは国際機関を通した技術・資金協力による計

画づくりや施設建設事業を補完する地域の受け皿として、また自らオーナーシップを発揮して課題の

解決に向けた活動の核として機能する可能性も秘めており、今後も細く長い支援が不可欠である。

　こういった取組は既に南アジア、東南アジアおよびラテンアメリカで一歩先んじて試行されつつあ

るが、アフリカにおけるＩＬＢＭもこれらと連携して進めることが重要である。また、同じアフリカ大

陸の中でも今回試行的に取り組んできたアフリカ南部、東部の湖沼流域の事例を拠点と位置づけ、今

後望まれる西部、北部における拠点形成につなげていく必要がある。そのためには、各国政府や国連

機関、国際資金メカニズム、国際ＮＧＯ、二国間・多国間技術・資金協力機関と連携したグローバルな

ネットワーク形成が不可欠である。

　アフリカをはじめとする世界の多くの人々の生存・生活を支える湖沼流域資源を、人類共通の貴重

な財産として後世に継承するために、ＩＬＢＭの概念は一定の貢献をし得るものと考えるが、そのため

には今後さらに多くの事例を通してその方法論を発展させていく必要がある。本冊子がその一助とな

ることを期待する。
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参考資料1　関係者リスト（敬称略）

プロジェクトメンバー

滋賀大学　＜プロジェクト・リーダー＞中村　正久

京都大学名誉教授中西　正己

京都大学名誉教授松井　三郎

京都大学清水　芳久

流通科学大学酒井　　彰

国際湖沼環境委員会（ＩＬＥＣ）アドバイザー小谷　博哉

名古屋大学ムハンディキ・ビクター

京都大学原田　英典

国際湖沼環境委員会（ＩＬＥＣ）加賀爪敏明

国際湖沼環境委員会（ＩＬＥＣ）、テラコーポレーション佐藤　八雷

国際湖沼環境委員会（ＩＬＥＣ）佐藤　智宏

国際湖沼環境委員会（ＩＬＥＣ）常諾真由子

検　　討　　委　　員

東京大学中山　幹康

福島大学稲森　悠平

国際協力機構（ＪＩＣＡ）今井　千郎

北海道大学船水　尚行

プロジェクトサポートメンバー

（ケニア共和国）

ＯＳＩＥＮＡＬＡオビエロ・オンガンガ

ＮＡＷＡＳＳＣＯアンドリュー・クレチョ

ナクル市役所サミー・キマニ

フラミンゴネットジャクソン・レイニ

ナイロビ大学ダニエル・オラゴ

（ジンバブエ共和国）

元ジンバブエ大学教授クリス・マガッツァ

ジンバブエ大学リンダ・マーランガ

ジンバブエ大学ポーシャ・チファンバ

ハラレ市役所サイモン・ムセレレ

（その他）

米国・テキサス州立大学ウォルター・ラスト

インド・ＳＥＲＩサンディープ・ジョシュ
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参考資料２　略語表

日　本　語　表　記正　　式　　名　　称表　記

アフリカ開発銀行Ａｆｒｉｃａ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ＢａｎｋＡｆＤＢ

アフリカ水担当大臣会議Ａｆｒｉｃａｎ　Ｍｉｎｉｓｔｅｒｓ’　Ｃｏｕｎｃｉｌ　ｏｎ　ＷａｔｅｒＡＭＣＯＷ

カナダ陸水センターＣａｎａｄｉａｎ　Ｃｅｎｔｅｒ　ｆｏｒ　Ｉｎｌａｎｄ　ＷａｔｅｒｓＣＣＩＷ

モナベル湿地保全協会Ｃｏｎｓｅｒｖａｔｉｏｎ　Ｓｏｃｉｅｔｙ　ｏｆ　ＭｏｎａｖａｌｅＣＯＳＭＯ

ジンバブエ環境・観光省環境管理局Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ＡｇｅｎｃｙＥＭＡ

地球環境ファシリティＧｌｏｂａｌ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ　ＦａｃｉｌｉｔｙＧＥＦ

統合的湖沼流域管理Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｌａｋｅ　Ｂａｓｉｎ　ＭａｎａｇｅｍｅｎｔＩＬＢＭ

国際湖沼環境委員会
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｌａｋｅ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ　
Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎ

ＩＬＥＣ

独立行政法人国際協力機構Ｊａｐａｎ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｏｐｅｒａｔｉｏｎ　ＡｇｅｎｃｙＪＩＣＡ

ケニア農業研究所Ｋｅｎｙａ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　ＩｎｓｔｉｔｕｔｅＫＡＲＩ

ケニア森林研究所Ｋｅｎｙａｎ　Ｆｏｒｅｓｔｒｙ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　ＩｎｓｔｉｔｕｔｅＫＥＦＲＩ

キスム上下水道公社Ｋｉｓｕｍｕ　Ｗａｔｅｒ　ａｎｄ　Ｓｅｗｅｒａｇｅ　ＣｏｍｐａｎｙＫＩＷＡＳＣＯ

ケニア海洋水産研究所Ｋｅｎｙａ　Ｍａｒｉｎｅ　ａｎｄ　Ｆｉｓｈｅｒｉｅｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　ＩｎｓｔｉｔｕｔｅＫＭＦＲＩ

ケニア野生生物サービス局Ｋｅｎｙａ　Ｗｉｌｄｌｉｆｅ　ＳｅｒｖｉｃｅＫＷＳ

ケニア開発機構省湖沼流域開発局Ｌａｋｅ　Ｂａｓｉｎ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ＡｕｔｈｏｒｉｔｙＬＢＤＡ

ビクトリア湖流域委員会Ｌａｋｅ　Ｖｉｃｔｏｒｉａ　Ｂａｓｉｎ　ＣｏｍｍｉｓｓｉｏｎＬＶＢＣ

ビクトリア湖南部水サービス庁Ｌａｋｅ　Ｖｉｃｔｏｒｉａ　Ｓｏｕｔｈ　Ｗａｔｅｒ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　ＢｏａｒｄＬＶＳＷＳＢ

ジンバブエ科学技術開発省Ｍｉｎｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔＭＳＴＤ

ムクビシ森林センターＭｕｋｕｖｉｓｉ　Ｗｏｏｄｌａｎｄｓ　ＣｅｎｔｒｅＭＷＣ

ケニア水・灌漑省Ｍｉｎｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｗａｔｅｒ　ａｎｄ　ＩｒｒｉｇａｔｉｏｎＭＷＩ

ジンバブエ水資源開発管理省
Ｍｉｎｉｓｔｒｙ　ｏｆ　Ｗａｔｅｒ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ａｎｄ
Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ

ＭＷＲＤＭ

ナクル上下水道公社Ｎａｋｕｒｕ　Ｗａｔｅｒ　ａｎｄ　Ｓａｎｉｔａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ　ＣｏｍｐａｎｙＮＡＷＡＳＳＣＯ

ケニア国家環境管理局Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ＡｕｔｈｏｒｉｔｙＮＥＭＡ

ナクル環境管理能力向上プロジェクトＮａｋｕｒｕ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ＰｒｏｊｅｃｔＮＥＭＰ

ナクル市議会Ｎａｋｕｒｕ　Ｍｕｎｉｃｉｐａｌ　ＣｏｕｎｃｉｌＮＭＣ

ビクトリア湖の友ＯＳＩＥＮＡＬＡ�Ｆｒｉｅｎｄｓ　ｏｆ　Ｌａｋｅ　Ｖｉｃｔｏｒｉａ�ＯＳＩＥＮＡＬＡ

アフリカ開発会議
Ｔｏｋｙｏ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ　ｏｎ　Ａｆｒｉｃａｎ
Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

ＴＩＣＡＤ

国連環境計画Ｕｎｉｔｅｄ　Ｎａｔｉｏｎｓ　Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ　ＰｒｏｇｒａｍｍｅＵＮＥＰ

国際連合教育科学文化機関
Ｕｎｉｔｅｄ　Ｎａｔｉｏｎｓ　Ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌ，　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　ａｎｄ　
Ｃｕｌｔｕｒａｌ　Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ

ＵＮＥＳＣＯ

ジンバブエ大学Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｏｆ　ＺｉｍｂａｂｗｅＵＺ

ジンバブエ野生生物・環境協会Ｗｉｌｄｌｉｆｅ＆Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ　ＺｉｍｂａｂｗｅＷＥＺ

世界気象機関Ｗｏｒｌｄ　Ｍｅｔｅｏｒｏｌｏｇｉｃａｌ　ＯｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎＷＭＯ

ジンバブエ国家水局Ｚｉｍｂａｂｗｅ　Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｗａｔｅｒ　ＡｕｔｈｏｒｉｔｙＺＩＮＷＡ
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参考資料３　湖沼概要書のＡｎｎｅｘＡ：湖沼基本情報リスト　
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参考資料５　湖沼流域ガバナンスをめぐるＧＥＦレポートの概要　

第１章　他の事例を学ぶ：湖沼流域管理に関する教訓の抽出
　本報告書とＧＥＦ�ＬＢＭＩプロジェクトの紹介であり、本プロジェクトで対象とした２８湖沼流域につい
ての参考事項についても述べている。

第２章　湖沼の生物物理学的性格
　湖沼流域管理を遂行する上で知っておかなければならない、あるいは湖沼流域管理上問題となる湖
沼の特徴を概説している。湖沼の生物物理学的な事象と、ある湖沼とそれとは別の湖沼とを区別させ
ている要因について記述するとともに、湖沼と湖沼以外の水域との一般的な差異についても述べてい
る。

第Ⅰ部　湖沼資源の理解
　本報告書の総論部分に相当する。主としてＧＥＦ�ＬＢＭＩプロジェクトの概要を記述しており、地
球規模で湖沼流域が直面する課題、および持続可能な生計と開発を推進する上で鍵となる湖沼流
域資源の価値、およびその利用上の問題点を理解するために必要な背景を解説するとともに、生
命を維持するために不可欠な生態系の保全についても述べている。

第３章　人間による湖沼の利用：価値・問題点および対応
　湖沼がどのように利用されているのか、現存している緊急の課題としてどのような問題に直面して
いるのかを紹介している。

◆プロジェクト発足の契機：なぜ湖沼なのか？な
ぜ今なのか？
◆目的：教訓の抽出と普及

◆本報告書が対象とする読者
◆プロジェクトの手法と実施方法
◆本報告書の構成

◆湖沼の地球的な広がりと分布
◆湖沼の類型：ある湖沼と別の湖沼とを区別して
いるのは何か？

◆湖沼に共通する特徴：湖沼とそれ以外の水域を
区別しているのは何か？

◆湖沼流域管理のための示唆

◆湖沼とその流域の資源価値
◆世界の湖沼が直面している典型的な問題
◆新たに浮上している課題

◆問題への対応：管理施策の実施
◆湖沼流域管理の要素

第４章　湖沼流域ガバナンスのための組織・体制：行動を起こすための組織の構築
　湖沼流域管理において存在する組織・体制、それらが有効に機能するために克服すべき課題を述べ
ている。行政界、領域界を越える湖沼流域、とくに国際湖沼流域を管理するための組織・体制につい
ては、ＧＥＦが支援対象としていない湖沼とその流域管理の中で得られた教訓も反映する必要がある。

◆はじめに
◆湖沼流域管理の組織・体制
◆国際越境流域湖沼の管理

◆さまざまな行政レベルの協力
◆分権化

第Ⅱ部　ガバナンスへの挑戦
　本報告書の各論部分であり、組織・体制（第４章）、政策（第５章）、住民の参画（第６章）、技
術（第７章）、情報（第８章）、財源（第９章）に関して対象２８湖沼流域から学んだ教訓を紹介し
ている。第Ⅱ部の各章は湖沼流域管理の各要素についての独立した記述として読むこともできる
が、ケーススタディは、持続可能な湖沼流域管理のためには全ての要素が総合的に実施される必
要があることを示している。
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第５章　効果的な活動の特定：国家政策と地方政策
　湖沼流域管理を効果的に進めるための政策ツールの選択、とくに経済的インセンティブと規制につ
いて記述している。

◆国家政策
◆地方政策

◆地方におけるポリシーミックス
　　　　　　　　　　　　（政策の組み合せ）
◆経験からの教訓

第８章　状況の伝達：科学の役割
　自然科学および社会科学の両面からの情報を湖沼流域管理に反映する重要性と、湖沼の水質や生態
系のモニタリングについて記述している。

◆湖沼流域管理のための情報の必要性
◆科学的な情報の利用
◆モデルの利用

◆モニタリングの価値
◆情報の共有
◆科学とモニタリングの取組

第９章　持続的な資金の調達：地方・国家および外部資金
　湖沼流域管理のために必要な財政措置および財源について記述している。

◆地方で生み出される資金
◆国家資金

◆外部資金

第Ⅲ部　総括
第１０章　持続可能な湖沼流域管理のための計画策定
　計画策定について湖沼流域管理を構成するさまざまな要素が実際にどのように推進されるのかにつ
いて記述している。

◆持続可能な湖沼流域管理のための計画策定
（総論）
◆湖沼流域管理計画の形態

◆湖沼流域計画策定における調整
◆指標・モニタリング・順応的管理

第１１章　未来に向けて
　湖沼流域の生態系を改善し、湖沼流域に依存している人々の利益になるために取るべき行動のガイ
ドラインが記載されている。

◆既存湖沼流域管理の取組の再評価
◆湖沼流域管理への障害
◆障害物の排除に向けて

◆ケーススタディから得られた教訓
◆地球規模の人的・物的資源の活用

第６章　住民と利害関係者の参画：効果的な湖沼流域管理に不可欠な要素
　各湖沼流域での住民参加について、課題および取組の成功例や方法論を記述している。

◆利害関係者参画の利点
◆利害関係者の特定と参画
◆女性・原住民および移住させられた人々

◆ＮＧＯとＣＢＯの役割
◆情報伝達・教育・住民啓発（ＣＥＰＡ）

第７章　技術による対応：可能性と制約
　湖沼保全の技術的対応がそれぞれの湖沼流域ではどのように行われ、またその可能性と制約はどの
ように考えられるのかについて記述している。

◆集水域での対策 ◆湖内対策
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参考資料６　ナクル湖のＩＬＢＭプラットフォームプロセスの進捗評価と指標
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